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ロマ ン・ロ ランの言葉

一人であるということは誰にでもゆる されるものではない。多くの人は，ひそか

な誇りをもって，孤独であること を嘆く＂そ れは幾世紀の嘆きである。それは嘆く

人々にはわからないが， 孤独が彼らをえ らんだのでないことを証明するものである。

彼らは孤独とお馴染みではない。彼らは一番めの扉をあけた。そ して玄関で待ち く

たびれる。しかし 自分の入る番を待つだけの辛抱ができなかった。 それとも抗争な

どしたために，ていよく追い出されてしまったのである。 孤独とい う友の心のなか

に入りこむためには，聖寵の賜か， それとも敬虔にうけいれた試煉の恩恵が必要で

ある。道路の埃や，外部のかまびすしい声や，利己心， 虚栄心など卑しい思想，襄

切られた愛情傷つけられた野心などの憐れむべき反逆を戸口で棄てなければなら
9プレット 〇よ

ない。金の書牒によって，消えゆく声を私たちにつたえたオルフェの純い影のよう
. . . . . . . . . . . . . うみ・・・・・・・・・・・・・・・・

に「苦悩の暖をのがれた魂」が「記憶の湖から出る氷の泉にただひとり裸身で」赴

かねばならないのである。
しくろ

それが「復活」の奇蹟である。己が骸を捨てて，すべてを失ったとおもう者は，
さら

今日から，真の己が幸に入ることを発見するのである。自身のみならずまた他の人

々も彼に戻されたのである。 …•••中略……

すべての人々，彼の家族，妻，子供たちばかりでなく，それまで，雄弁的な愛の

中で，抱擁していると彼が勘ちがいしていた幾百万の人々。彼らはみな暗室の奥にき

て映った。人類を押し流して行く「運命」の暗い川，そして彼が人類と混同してい

た川のうえに， もがきくるしむ幾百万の生きた漂流物一—人間が彼の眼に見えてき

た。人間の一人一人が自我を有し，一人の人間が喜悦と苦悩，夢と努力の一つの世

界だった。どの人間も自分だった。私は彼のうえにうつむく。そして私が見るのは

私である。 「私です」と彼の眼は私に言う。そして彼の心は私に「私です！」とい

う。ああ！ 私にはあなたがじつによくわかる！ あなたの過ちはまったく私のも

のです！ 私を攻撃する人々が躍起になるところにも，私はあなたをみとめる，兄

弟，私はまちがいはしない。それは私です。

宮本正清訳『クレランポー』から
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ロマン・ロランについて思い出すこと

日裔六郎

私がロマン・ uランの名をはじめて知ったのは， 1932年， 中学（旧制）の 4年

生のころだったと思う。ヨーロッパの文学・思想を解説している 1冊の本のなかに，

ロマン・ロランの 1章があり，そこに， 「ジャン・クリストフ」とともに， ロマン

・ロ ランとアンリ・バルビュスの論争がかなりくわしく紹介されていたことを思い

だす。

その論争とは， 1921年， ロランの『精神の独立』 宣言にたいナるバルビュスの

Ht井jからは じまったものであることはいうまでもない。私が『ジャン・クリストフ』

を証む(7)は，高校（旧制）にはいってからのことだが， じつは中学生の私は，ロラ

ンとバルヒュスの論争にまず強い閑心をひかれたのだった。ちょうどマルクス主義

について勉強をはじめていたころの私であったが，その 1,2年まえまでは， 私は

トルストイに心をうばわれていた。多分，そのためであったと思うけれども，私は，

ロランにもバルビュスにもfi成したいところがあり，両者にはさまれて心がゆれ動

＼ヽたのてあった。もう少し分析してみると，心情はロランに共嗚し，論理はパルピ

ュスに傾く，ということだったともいえよう。マルクス主義の勉強をしはじめたこ

らの少年としては，そうなるのも無理からぬことだったかもしれない。

く目的と方法＞をめくるロランとバルビュスの論争は， じつはLヽ までもさまざま

な形でく りかえされている。私自身， 17,8オのころ考えあぐねたその問題を，十

数年後，つまリ敗戦後にまた取りあげて， 「ベルグソンとデモクラシイの心理学」

という一文のなかで改めて股曲した。政治における＜目的と手段＞の閲題は，ほと

んど永遠(/)課題と言ってよいのである。

上京して東京砧等学校にはいったとき， トイツ語を第一外国語と した私は， フラ

ンス語(/)勉弛もした くて，渡辺一夫先生にお顧い して， ロマン・ロラ ンの『ベート

ォヴェン』を教科門に， 7, 8人の小クラスをつく ったこと がある。「窓をあけよ」

という言策にはしまる 『ベー トォヴェン』にいきなり取りくんだわけだが，なんと
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か餅みつづけていった面白さは，いまでも忘れられない。

そしてそのころ (1937年） 白揚社という左翼出版物を出しているところから，

ロマン ・ロラ ンの 『闘争の十五年』（石井友幸訳）の翻訳が出るのである。それは，

かたい表紙に赤い絹のような布地がはりつけられた本で，かなり麻い定価がついて

いた。私は，伏字の多いその本を求めてきて諒んだ夜の興奮を， いまでもありあり

と思い出すことができる。

いま若い人たちに戦前の日本についての印象を尋ねると，かなり気になることが

ある。若者たちは，戦前の日本，とくに 15年戦争時代の日本を，一切の自由が抑圧

されていた暗黒時代と想像している。たしかに太平洋戦争にはいってからは，そう

であったと思う。しかし満州事変が起ったころは，それを帝国主義的佼略と批判す

る言論もまだ存在していたし，ナチスの政権奪取やドイツ国会議事棠放火事件など
ガイ

を弾該する文迂も;!}かれていたこと を忘れてはな らない。戦前を黒一色の軍国主義

時代，戦後をパラ色の民主々義時代といったと らえ方が市販の社会科的な教科芯に

は強いけれども，それは決して真実ではない。 『闘争の十五年』 の翻訳が戦前に出

ていたこ とも真実であって，その側面を見のがしてはならない。なぜなら，そのこ

とを忘れると，なぜ若干の自由が存在していたにもかかわらず，それが全体主義の

狂気に圧倒されていったか，その教訓を十分に学びとることができなくなるからで

ある。

同様に 1932年8月にアムステルダムでひらかれた反戦世界会議の議事録もまた

日本ではすぐに翻訳され，刊行されたのであった。それは，第一杏房から小松消氏

の訳で発売されたと記憶する。涵校の学生であった私は，新宿の紀伊国屋苔店で店

頸にな らぶのを待ちかまえるようにして， それを求めた。当時は，発売後すぐに発

行禁止処分となることがよくあった。そうなると，警官が店頭から雑誌や書籍を持

ちさ って行くのである。しかしそれ以前に入手していれば，それをかくして持って

いる ことはできたのである。そうした方法で，私は発禁になった「改造」や「中央

公論」やその他の発禁本などを手にいれたこともあるのである。

私は， ロマン ・ロラン起草の大会宜言やその他伏字の多い報告を，想像力で補い

ながら試みつづけた。いまこの宜言を読みかえしてみて，私は改めて戦争に反対す
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るために， 団結し行動することを訴えるロランの決意を強く感じる 。ひょっと

すればいまの若者たちのなかには， ソヴィエト連邦の擁護を力強く訴えるロラン

の思想が十分理解できないというものもいるかもしれない。 たしかに 1930年代の

ロマン・ロランは力をこめてソヴィエトを支持しつづけている。そのこ とで，かっ

ての論敵バルビュス と協力している。バルビュスは，アムステルダム大会で議長を

つとめ， ロランはその公平な運営をたたえているのである。いまロランのソヴィエ

卜擁護，あるいはスペイン内戦における人民戦線擁護について，い くらかの異和感

を持つ人たちがいるだろう。しかしロランの当時の選択には已むをえないことがあ

ったと思う。私は， とくに 1945年以後，つまり戦後の日本で， ソヴィエトをュー

トヒ゜アであるかのように宣伝し，ほんのちょっとしたソヴィエト批判にたいしても

神経質になった一部のマルクス主義者には同調しなかったものである。しかし， 日

独伊のファッシズム戦線が成立していた 30年代において， ロランが主要な敵をど

こにおいたかについては，彼は決してまちがっていなかったと考えている。たしか

にロランは20年代のはじめにはソヴィエト革命が犯している強権的方法に批判的

であり，それがバルビュスとの論争の争点となったのであるが， しかし 30年代，

歴史はきわめて危険な方向へ動いていたのである。しかもロランのユマニスムは，

ソヴィエトにたいする 100%のべったり主義とはならなかったし， そうではなか

ったからこそ，「正統派」からは何度となく批判されたのである。

そうした歴史の機徴について，私はもっと書きたいと思う。しかしいまここでは，

二つの大戦のあいだに書きつづけられたロランの反戦と反全体主義の文章一『戦

いを超えて』， 『先駆者たち』， 『斗争の十五年』， 『革命によって平和を』――-

を読むとき， うたがいもなくそこに流れている一貫したひとつの意志を指摘するこ

とにとどめたい。それは，人間の尊厳と精神の自由を守りつづけようとする高貴な

衝動である。それはロランの倫理的義務感とつながり，宗教的感情に接迫し，また

芸術家的感性と結びついている。そしてロランの言葉が彼の心の奥底から発せられ

たものであることは，だれも疑うことはできない。彼は，そのことで，二つの大戦

のあいだで，最も影響力のある知識人の一人となったのである。
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第二次世界大戦から次の第―:_次世界大戦（！） ―ー もしそのことを千想せざるを え

ないと するならば （！）―-までのあいだに， ロマ ン・ロランに匹敵する ような思想

的営為は存在するだろうかという突Tlもなこ とを考えてみよう 。その間いが不古すざ

ると い うのであれば，第二 次枇界大戦から次のUt外大戦への危機に1莉止めをかけ る

ことができ るときまでのあいだに，と首1,, かヽえてもよい。いま私は，世界のなか())

賢者たちや思想家たちのあれこれ一ー にとえばアイ ンシュ タイ ンと か，ラッセ ルと

か， サル ト ルとかの故人 をふ く めて —ー を考える以前にロ ラ ン がなにに期待を かけ

たかを考えたい。 それは， 一人の仰大な思想家の出現ということ よりも，数多く

の知識人， 圧倒的多数の民衆の思想と邸志の登場であったと息 う。ロマン ・ロ ラン

の希望は，多分，＜精神の自 由＞の自立性と， ＜魂の共有＞の連ヽ 1W性とを結びつけて，

知識人と民衆との共和国をつくり だすことにあったろうと思う 。たしかに，現在の

世界の全体的な危機に直面して，私は， そう した努力以外に，真に危機に歯止めを

かける力は存在しないと信じている。 ロマン ・ロ ランを愛する人たちに，私はロラ

ンのアムステルダム大会に寄せた宜言文の一節を提供したい。 「われわれは断言 し

よう。行動こそ思想の目的であると 。行動を目的とせぬ思想は， すべて流産であり

裏切りである。それゆえ，もしわれわれが思想の奉仕者であるなら，行動の奉仕者

でなければならない。われわれは今こそ真の知識人の名に価する知識人と，生きた

行動の本質そのものである人びと，すなわち労働大衆との間に，盟約を結ばなけれ

ばならなし‘。」

そのときから半世紀たったいま，知識人と大衆という二つのカテゴリーで考える

ことには，若干問題があることは否定しない。知識人は大衆であり，大衆は知識人

であるとも思う 。 しかし問題はそのことよりも， ロランが心あるひとぴとにく行

動＞を訴えたところにある。ロマン・ロラン自身が歴史に働きつづけた人であった

ことを，核戦争という破滅的な危機の可能性のなかで生きている私たちは，決して

忘れてはなるまい。 1982年秋
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雑感:<ユニテ>への歩み

山口 三 夫

ここ数年，こ の静岡で，いろいろな機会に顔を合わせ，月に 1回か 2回は必ず会

っている人でも， ロランの名において声をかけられたことはなかった。 そしてぽく

から， ロランを話題にすることもなかった。

静岡へ来るまえの日野市，そのまえの調布市における十数年より多くの知人を得

たが， ロマン・ロランを語ったことはない。大学のなかには，ぼくをロランに結び

つけている人はもちろんいるが， とくにロランを話題にすることもない。

しかし，マスコミ（とりわけテレビ）の怖さとでも言うのか，いわばバレてしま

ったわけである。別に隠していたわけではないが，いつも緊急な日本のことがらを

話す集まりで顔を合わせることが多いから，ぼくが大学に籍をおいていることは

（こんな地方都市だから）みんなに知られているが，それだけのことにすぎない。

そしてぼくのほうも，相手の職業や何かを知らない人のほうが圧倒的に多い。

そんなことよりも，テレビを見ましたよとご挨拶するだけの少数は別として，例

外なく，真剣な目で，自分はロランが好きだとか，愛読したとか（この場合，今も

……と付け加える人もあるが），『ジャン＝クリストフ』によって生き方を教えられ

たとかと，告げられるのである。

ぽくは胸に熱いものを感じながら，言葉少なに対応するのみで， まだ対話が始ま

っているわけではない。しかし，現在直下の問題を話したりある種の行動を組織し

たりしながら，あの人もあの人もロランに影響を受けたのだと思うと， ロランの名

を口にしなくても，さらに言って，イデオロギーが違っても'~心から心へ>の響

き合いがあることを確信している。

読書調査的な面では， ロラン流行現象が去ってからすでに20年と，久しいが， ロ

マン・ロランがわれわれ日本人に今も（過去の歴史には触れず）確かな刻印を押し

つづけていることの意味は重い。だからこそなおに， 「第 3次ロラン全集」にいさ

さかでも協力できたことをよろこぶ。読みたい人が，読みたいときに読めるように
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してお くためであり，公共図祖館を含め，最低限の読者がこの「全集」を支えてい

ること を，出版者とは別に，訳者の一人として感謝したい。

ところで，ぽくは生邸気な青年時代から，翻訳者よ り翻訳読者のほうが著者の本

質や精神を把握することがあ りうる， と考えてきた。問題は 「研究」ではないから

で，でなければなぜ翻訳をするのか？ ．．．．．． だから，自分が翻訳者のハシクレでは

あっても，編集者や会社員や失業者であった時のほうが，気が楽であった。そのう

ち， 「われわれ若い者が・・・・・・」と言えなくなり，大学に籍をおいた。

そして，世の中の偏見に抗するためには， こと自分が翻訳したことのある作家や

著作家に対してと同じく ，会ったことのない，その機会も ない読者に対 してはこと

に，楳を正さずにはいられない想いであった。しかも， ロマン ・ロラ ンのような人

間が対象の場合，口でとやかく 言ったり，文章に書いたりしているだけではどうし

ようもなかった。

ロマン・ロランはぼくにとって，そうした人間として生きつづけた。だから， ロ

ランについて言葉をついやすよりも，一人ひとりが人間となりつづけ，彼が願った

国際平和，人類の<ュニテ≫に向つ℃ぽくなりに歩きつづけるしカヴよ力しっfこo そ

の時，ぼく にと って， ロランを講釈するよりは，この日本で自分なりに行動する道

を探ることが大切だった。

だから，アフリカや<ァパルトヘイト>も口にしfこ0 貧しい知識からしても＇ロ

マン ・ロラ ンを語るほうが正確を期しえただろう。しかし，いまだに正確な知識も

披漉しえないアフリカに，ぼくなりに取組んでいる。そして，ぼくにとって，問題

は日本人である。

その日本人とロマン ・ロ ラン 一—い つ けん奇妙な取合わせだが一—このことの意

味は重い。それを今，最近，あらためて身近かに確認しているわけである。あらゆ

る年令層に，そ してさまざまな職業の人に， ロマン・ロランの作品から生きる力を

汲んだばかりか，汲みつづけている人たちが存在する。

一つ論文を書いたり翻訳したりして，独り秘そかに悦に入りかけていた自分を，

恥ずかしいと思う。そして思い出す（これまでは間遠であったが）―-学生の自主

セミ てハッとさせられたり ，女子高校生の素朴な質問に（少しは背伸びしているこ
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とがわかりながら） 戸惑ったり， 将通の会社員や主婦から （文化人志,,,jの人はダメ

だが ）一つの充実感による衝撃を受けたりしてきたこ とを。

そして， ロマ ン・ロ ランをはじめ沢山の名を教室あたりで出している人たち kり，

ぽ くは， そう した人たちに教え られて きた。励まされてきた。ぼくがロラ ンを翻訳

したのは，しているのは，そう いう人たちのためであって，いかにも原文で読んだ

かの ご と き論文 を~} <少数のためではない。

ロマン・ロ ランをひけらかしたり ，メシのタネにしたりせず， 黙々 と自 分の世界

で自分の道を歩みつづけている人たちこそが，（も ちろん， ロラン以外のだれにヵを

汲んでもいい！），た とい目には逆行と見えると きでさえ， 真面目に歩きつづけて

いる限り， まさに人類O)~ ユニテ≫を築きつづけているのだと思 う。その実感はま

すます強い。

最近ぽくに， ロマン・ロランを名にあげて話しかけてくれた人たち とは，たぶん

今後はロランのことを話すことが多くなるだろう。しかし，たぶん， ロラ ンの話を

している暇はないだろう。まして，この静岡に， ロランを話す集まり を作る気は，

少なくともぽくにはない。翻訳さえ本になっていれば，読む人は読むだろ う。

しかし，あの脚の不自由な彼とは， 『ジャン＝クリストフ』 の話はできなくとも，

彼のやっている人権雅護の「アムネスティー」や「死刑廃止」 の会で会いつづける

だろうし，もっと脚が不自由でありながら，月例の超ミニ「平和デモ」を歩きつづ

けている彼女とも，目と目でロランを語るだろう 。

人類の<ユニテ≫への願いとその歩みの底にいるロラン’その他＇皮膚 の色やイ

デオロギーを超えた人びと一ー問題は<ユニテ>へのそれぞれの歩みである〇

明日は，フランス留学時代にロラン未亡人も手伝った若い化学者が，学会か何か

のついでに訪ねてくれるという。仏文学者や哲学者に会うより楽しみであることは

隠さなし‘。 (1982.11.7) 
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ロマン・ロランと王元化先生に捧ぐ

-『ジャン・クリストフ』を通して一

相浦 果

1981年の秋，私は家内とともにある訪中団に加わって上海市内の錦江飯店とい

うホテルに止宿していた。ある日，前から存じあげていた復且大学の蒔孔陽教授が

ひとりの上品な感じの初老の方をつれてきて私たちに紹介してくださ った。いかに

も中国の古く良き世代のインテリ らしい方だった。眼鏡の奥に深い知性を秘めた柔

和な目で丁寧に謙虚にあいさつをされた。それが王元化先生だった。上海では聞く

ことのまれな共通語ではっきりと話された。私たちはその翌日，復旦大学の中文系

主任，胡裕樹教授や章培恒教授とともに日本総領事館に立ち寄った後，王元化先生

のお宅へお邪魔した。上海戯劇学院教授でシェイクスピアを専門にしておられた張

可夫人は病いで床に臥せておられたのだが，わざわざ私たちへ挨拶をするために出

てこられた。王元化先生は，あなたが上海にいるときは，いつでも私の家へ話しに

きてください，ここはあなたの家も同然です， と言われた。その暖かさが今でも私

の心の中に残っている。その日は玉仏寺へ案内してくださったのだが，門前にひと

り中年のご婦人が立っておられた。それが女流作家の茄志鴎さんで，その後からか

なり年配の呉強さんが近づいてこられた。いずれも王元化先生と蒔孔陽先生のご配

慮で高名なお二人の作家をお呼びしておいてくださったのである。寺を見学の後，

寺内でめずらしい精進料理をいただき， ビールに銘酎して私はこれらの先生がたと

だいぶ議論をしてしまったのだが，今から思えば，恥ずかしさも先に立つが，ほん

とにうれしい思い出ともなっている。その翌日は，上海作家協会で座談会を開いて

くださり，私は主として自分の翻訳した王蒙『胡蝶』について意見を述べ，かなり

にぎやかな討論になったが，今はその詳細は省略する。座談会が終ってから，王元

化先生は作家協会の裏庭へ私の手をとらんばかりにして連れていかれ，こんど上海

へ来たら，きっ とまたここにいらっしゃい， となんどもおっしゃるのだった。私ど

も夫娼は団の予定でそのまま先生とお別れして車に乗った。今でも王先生のことを
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思い出すと胸が熱くなる。帰国してからは手紙の往復をするばかりだが，その間に

も2冊の本を送ってきてくださ った。その中の 1冊が， 王先生の「真実に向って」

という評論集で，その中にロマン・ロランについてのものが3編含まれていた。し

かも，それを読んで私は先生のロランに対する諄敬と傾倒の深いことを知った。今，

とりあえず，そのうちの主な 2編を翻訳して， ロマン・ロランを通しての王元化先

生への深い友情の記念としたい。年代から言って，「『ジャン・クリスト フ』につい

て」は，私たち日本人にとって忘え得ぬ終戦の年に書かれたものであり，新中国成

立以前の時代の良心的な中国インテリのロマン・ロラン論である。 「重ねて『ジャ

ン・クリストフ』を読む」は社会主義中国になってからのロマン・ロラン論であり，

そのことは現代中国のロマン・ロラン論として読者の注意をひくにちがいない。し

かし， どちらの論文も王元化先生のロマン・ロランに対する崇敬の念の深さと熱さ

を十分に教えてくれるはずだ。

ちなみに王元化先生は「中国文学家辞典」によると， 1920年11月30日生まれ，

湖北省武昌の人。先生は文学評論とともに小説もかいておられる。かつて上海新文

芸出版社の副社長もされ，現在は「中国大百科全書」編集の上海での責任者であり，

中国文学芸術界連合会でも責任ある地位におられる。 (1982年 秋）

『ジャン・クリストフ』について

王元化

私は深く信じているのだが，私の子供や孫たちがロマン・ロランの『ジャン・

クリストフ』を読むとき，必ずや崇敬の念をもって作者の心と頭脳とそして彼

の人類に対する揺るがぬ愛を賛嘆することだろう。

＿ゴーリキー『本』一—―
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．．．…私がはじめてこの本を読んだのは四年前のことであった。そのころのこと を

私ははっきり覚えている。私は朝早く起きる とうす暗い二階部屋でこの英雄の伝記

を読んでいた。窓の外には低く垂れた灰色の雲塊が見え，冷えびえとした天気だっ

た。しかし私は手足がこごえてしびれているのも忘れていた。私の眼前にはひとつ

のすみきった温かい世界がひらけ，私はクリ ストフの後について壮大な戦いを経め

ぐり，彼と いっ しょにけわしく上 り下がり する， 苦 しい人生の山脈を越えていった。

私は彼のことを， 天から善なる火を盗み取ってきてこの暗黒の世を照ら したプロメ

シウスと同じく，神だとみな していた。彼は，商人的な投機家が成功の保証を得て

から手を出すように，行動の前にあらかじめ成功の希望を見つけておく ようなこと

はしなかった。彼は成功のためにではなく， 信仰のために出かけていって戦ったの

である。この世間知らずのおとな子供が拙劣な言葉遣いで狭くるしく小さな町を批

判し，油垢にまみれきった芸術界を批判し，先のことが見えず庸俗な小市民を批判

して，残酷な嘲笑と愚弄を受けたとき，私は彼の不幸な境遇のために同情の涙を流

した。このとき彼のすべての友人は姿を消してしまい，最後には，力強くけがれの

ない友情で，困難なときに彼を助けてくれたことのある，そして彼が今いちばん求

めている，親愛なゴットフリート叔父さんも死んでしまって永久に帰ってくること

はなくなっていた。彼をとりかこむものは敵意を含んだまなざしだけであり，その

人たちは彼が堕落して彼らと同じように平凡庸俗になることを望んでいた。しかし

クリストフは答えた：

彼らが私のことをどう言おうと， どう書こうと， どう考えようと，彼らの勝

手だ。彼らはどうしたって私が私の本来の面目を保つことをおしとどめること

などできはしないのだ。彼らの芸術も思想も私となんの関係もありはしない。

私はすべて否認する。 （中国語よりの重訳）

このように英雄的な心は私をどれほど鼓舞したことか。当時，上海は敵（訳注：

日本侵略軍を さす）の手に支配され，戒厳，封鎖，屈辱，思想的抑圧のために多く

の人たちがすっかり 意気狙喪の状態に落ちこんでいた。しかし私はクリストフの靱
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難な歴程を認識してからは，彼がこんなに不幸な境遇のなか
にあってもいささかの

動揺もせず自らの旅路をつき進み，初めから終りまで自分の遠
大な理想を手放さず，

なにものも彼の果敢な気迫をおしとどめることができなかっ
たことを知った。 「こ

のような手本の前では，誰にも怨む権利はない」。 彼の痛苦
に比べれば，ちっぽけ

な苦悩など，ま るでなんでもないことなのだ。私は信ずる，
クリストフは私に人間

としての，生活に対する確信をあたえてくれたばかりでなく，
他の若者たちの中に

も彼のあの巨人のような手による援助のおかげで，零落しない
ですんだ者もきっと

たくさんいるにちがいないことを。すべてこの書を読んだ人
は永遠にクリストフの

姿を心の中からぬぐいさることができない。あなたがたが誠
実と虚偽の間をゆれ動

くとき，あなたの人生に対する，芸術に対する信仰の火が今に
も消えそうになった

とき，あなたがどちらをむいても頭をうって行きづまり心が暗
く気がめいって世俗

の虚言に妥協をはかろうとするとき，あなたはきっといつのま
にかクリストフのこ

とを思い出している。彼の姿はあなたの心の中にいっそう輝や
かしく，はっきりと，

そして生き生きと見えてくるだろう………

たしか『ジャン・クリストフ』を読むまえに，私はロマン・ロ
ランの伝記を 1冊

読んだことがある。その著者は， ロランのこの書における主
要な意図はその何人か

の登場人物をかりて「ドイツ精神」 「フランス精神」 「イタ
リア精神」の融合混流

を表現しようとしたのだ， と説いている。この説明は私が『ジ
ャン・クリストフ』

を読む興味を半減させた。正直に言えば， このような意図でな
にか偉大な作品を書

けるものかどうか，私は，実際，疑わしいと思う。文字の詮議
のお好きな学者なら

そこから抽象的，形而上学的ないくつかの哲理をさがしてあて
られるのかもしれな

いが， しかしそれは現実の人生とはあまりにもかけ離れたも
のだ。ロマン・ロラン

は本当にいくつかのヨーロッパ精神の融合を表現しようとし
ただけだろうか。ひと

つの偉大な魂がこんな抽象的な封印によって閉じこめられる
だろうか。私は『ジャ

ン・クリストフ』を読みあげて，それを全く否定する答えを得た。
ロマン・ロランの伝記

の著者は彼の親友であり，その人の言葉にも信じうるところがな
いわけではない。 し

かしひとつには観点がちがうということはありうることであり，ふ
たつにはロランが『ジ

ャン・クリストフ』を書くとき確かにそのような意図をもってい
たかも知れないが，
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しかし主要な意図ではなかったのかも知れない。同時に私はハイネの言葉， 「ひと

りの天オの筆は．従来，彼自身よりも偉大であった。それはずっとはるかにそれの

暫時的な目的のむこうにまでひろがっていく」（中国語より重訳）を引用しておき

たい。セルヴァンテスが『ドン・キホーテ』を書いた意図は． スペイン政府と教会

の武侠小説に対する禁令にとって換えようとしたにすぎなかったのだが，その結果

は偉大な典型を創造することになったのである。ロランとセルヴァンテスの芸術に

対する態度はおなじくはなかったし，前者が後者とおなじように，偉大な作品を書

こうなどとは意識していなかったのだ，とは言うことができない。ここでは，狭い意

図であってもときには，偉大な魂の人生に対する抱擁を制限することはできないの

だ， ということを証明しただけである。

その次に，私がふしぎに思うのは，外国の多くの批評家も，中国の多くの批評家

もおなじなのだが，よくある名作中の人物の”モデル探し”をしたがることである。
チバオ

それで『紅楼夢』を研究する”紅学”の学者は，ほとんど畢生の精力を費して買宝
ュ.,f

玉（訳注：小説『紅楼夢』中の主人公の名前）は誰がモデルなのかを詮諮する。ク

リストフに対してもおなじで，ある人は彼はベートーヴェンにもとずくと言い，あ

る人はヘンデルだとし，ある人はフゥゴオ・ウォルフだと言い，………要するにク

リストフをほとんどあらゆる著名な音楽の巨匠になぞらえようとする。こんな作品

の研究はちょうど料理を食べるときに，なかにどれだけの塩， どれだけの酢， どれ

だけの醤油を入れたかを見きわめるようなもので，かえってもとの滋味を見失って

しまう。 『ジャン・クリストフ』を読むとき，例の文学ABCのおきまりの調子や

文句をかなぐりすてて，自分の素朴な目で読む人だけが原作の精神を会得すること

ができる。

私が読むことのできた小説のなかで， 『ジャン・クリストフ』の書き方はもっと

も独特である。多くの人たちがこの書の書き方は現実的だろうかと疑いをもってい

るかも知れない。 トルストイ，ゴーゴリ，バルザック，シェイクスピア…•••たちは

いつも言語，行動，表情などのいわゆる”外在の形象 IIを使って人物の性格や心理

状態を表現し［こから，現実の輪廓は明確であり，かれらの作品はそのまま一時代の

風俗画であった。だが『ジャン・クリストフ』はそうではない。言いはばかる必要
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もないが，こ の害物の中には芸術法則に合わない杏き方さえたくさんある。冗漫，

陰鬱な長文の叙述，作者がたえずわりこんできて直接読者に語り かける，など， 「外

在の形象」は薄弱なのである。しかしこの作品の現実性に対してわれわれはいささ

かの懐疑ももちえない。なぜなら， ロランは音楽家とおなじく ， 「物質世界」の領

域の中での現実を創造しよ うと したのではな くて， 「精神世界」の領域の中での現

実を創造しようと したか らである。音楽の中の物質世界の現実は，輪廓がはっきり

していればいるほど，その品性は逆に低いものとなる。音楽がも し人類の魂，精神，

情緒を表現しないで， 音声で馬蹄の疾走，虫や鳥の鳴声などを伝達するだけならば，

いったいわれわれを感動させること ができるだろうか。 『ジャン・クリストフ』を，

われわれはこのように読むべきなのである。

私は以前，ロマン・ロラ ンの思想について討論をしたいくつかの論文を読んだこ

とがある。批評家の大部分はロランが思想の道の上で初めか ら終 りまで同じであっ

たとしている。しかしかれらはまた自 ら気付かぬままに第一次世界大戦をさかいと

して， ロランをふたり のちがった人物に分けてしま っている。このような見解をも

っとも強く徹底しておしだしたのはロランの同国人であり， またその崇拝者であっ

た批評家のジャン・リシアール・ブロックである。しかし『ジャン・クリストフ』

を読んでから後，私にはブロックの意見に対して根本的な動揺が生まれた。ブロッ

クは言う，

1914年以前の，ロランの理想主義は 19世紀フランスの非宗教の3個の柱石，す

なわち， 「自由，栄誉祖国」を基礎としていた， と。ブロックはさらに 1個の柱

石，すなわち， 「芸術」をつけ加えた。大戦がやってくると， 4個の柱石はつぎつ

ぎにうちくだかれた。

祖国とはなにか。ひとつの嫉妬ぶかい，偏狭な偶像であり，政治と財政の単

純な結合の上になげ出された 1枚のかけ布団だ。

栄誉とはなにか。ひとつの歯切れよい単語だが，それのおかげで，同一の文
しようよう

明をもつ子らが，同一の動機のために，顔と顔とをつき合わせ，従容として死
から

んでゆく。空っぽの，静止した，利益に支配されている世界に反抗する能力も
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ない，ひとつの卑劣な力のことだ。

自由とはなにか。死んでしま った偉大な事物のひとつの残りかすだ。 いま，

恐れにうちふるえ，平凡で怠惰ないくつかの権力の周囲にしりごみしてしま っ

ているそれは，すでにただ個人主義と自由主義の名前を借 りて，恐怖， 猜疑，

必要な束縛への不服従，などからできあがっている小市民階級の無政府主義に栄

蓑をあたえることしかできなくなっている。

芸術とはなにか。暴君と英雄のためにダンスをしている， くだらない，ひと

りの女の子だ。

（以上はすべて中国語よりの重訳）

ブロックのこの言葉は，たしかに深刻に19世紀フランスの非宗教思潮の虚偽を暴

露している。 しかしもしこの思潮がロランの 1914年以前の理想主義を代表してい

ると言うのなら，私はまったく不適当だと思う。 『ジャン・クリストフ』こそはひ

とつの有力な反証である。この書は大戦の前に生まれており， しかもはるか 1902

年以前に， ロランは執箪に着手していたのである。クリストフは病める理想主義を

攻撃しているから，われわれはロランが擁護したのがどの理想主義であったかをは

つきり知ることができる。フランスとドイツが戦争をしたときの， クリストフとオ

リヴィエの対話によって，われわれはロランの祖国に対する見方がどのようなもの

であったかをはっきりと知ることができる。クリストフのパリの芸術「市場」に対

する挑戦は， ロランの芸術観を十分に説明したものと言えないだろうか。クリスト

フの芸術に対する態度は，疑いもなく，当時の進歩的な傾向のひとつを代表してい

たのであり，この点を私はかたく信じている。 1945年11月

（相浦果訳）
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かさねて『ジャン・クリストフ』を読む

王元化

ロマン・ロ ランの『ジャン ・クリストフ』が『半月評論』紙上に発表されてから，

世の中の人問は， ロランを愛する者とロランを憎む者との二つに分かれてしま った。

われわれ， 『ジャン・クリストフ』の以前の読者もすでにこの選択を終えている。

一方の人たちは， ロランを， 20世紀黎明期の曙光，一切を圧倒していた当時の卑

俗な物質主義や臆病な理想主義と血みどろの戦いを進めた戦士，文学の中から濁り

きった腐敗の空気を追い出し，新鮮な血液を輸入し，暗黒を照らし，迷妄をたたき

起こした巨人だと見なした。ロランは彼らの「倦まざる友，おだやかだがめざとい

心をもち，忠実で寛容な通信の相手，多くの失意の者のかくれた顧問」となってい

た。• • • •••もう一方の人たちは，まさにロランの善に対する追求と悪に対する常に妥

協しない態度との故に，まさに彼があれらの英雄伝記，史劇， 『ジャン・クリスト

フ』および武力主義者に最初の致命的な打撃を与えた「戦いを超えて」の宣言のよ

うな戦闘的な論文の作者であるが故に，永遠に彼を許すことができないのである。

2度の大戦の火の洗礼といっそう尖鋭になった生死の闘争の試練を経て，先進的

な理論に対していっそう明確で深刻な認識をもち，マルクス・レーニン主義を掌握

した読者は，今日どのように『ジャン・クリストフ』を見ているのであろうか。現

在 この書の価値には新しい変化が起こっているのだろうか。それは以前とおなじ

ように偉大な作用を発揮し，われわれの事業に対して少しでも力を尽くしてくれる

のだろうか。それとも害あるのみ， ということにまでなるのだろうか。

「人は人に対して狼ではない」 ロランは終始このようなゆらぐことのない信念
いに

を抱き，人類が「至善」の境地「に辣る」ことができることを信じていた。これは

思想の商標ではなくて，偉大な焔なのであり，それはロランの全人格と全作品の中

で燃えている。これは良い感覚をもっていても良い作品は書けないという例の定理

に対抗するための重要な根拠のひとつなのである。半世紀以前のフランス文学の中

で， 『シャン・クリストフ』よりも早く事実の表現によってこの醜悪な定理に反抗
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した作品がほかにあっただろうか。

「人格が偉大でないところに｛鈷人はない。｛料大な芸術家も偉大な行為者もない」

（『ロマン・ロラ ン全集 ]4』片山敏彦訳よ り） 1930年， ロランが『ベートヴェ

ンの生涯』の序文に書きつけたこの壮烈な宜言は， 盤魂の英便を反映し，思想の腐

臭をまき散らすあれらの作品が文学の中に二度 となにひとつ重要な位骰を占めるこ

とができないようにした。この宜言の価値を知ろうと するのならば，まずわれわれ

は次のことをはっきりと知っておかねばならない。すべての人たちがすでに領悟し

ているこの簡単な真理は， 当時にあってそれを擁護する者ならば一切を顧みること

なく堕落した潮流と対抗しなければならなかったし，敵に“異端”と呼ばれること
たいまつ

を恐れてはならなかったのだ， ということを。われわれは自分が矩火を持っている

からといって，以前に湿った柴や腐った草に火種をつけで燃え上らせた人のことを

嘲笑してはならない。もしさらにロマン・ロランの国を見るならば，今日に到って

もなお，上述の醜悪な定理が， うわべだけをとりつくろった自然主義の中に，そし

てあらゆる道徳を否定する新奇ななんとか主義の中に迂濫しているのである。とす

るならば， 『ジャン・クリストフ』というこの精神の里程標を軽々しくもみだりに

押し倒そうと企てたり，生涯を苦闘したロランの偉大な戦績をいとも簡単に抹消し

たりすることは，もっとも不公平でもっとも無責任な態度であることをさとるべき

である。その次に，善の概念は歴史とともに変化するけれども，われわれはロラン

の善に関する見解にすべての点で同意しないかもしれないけれども，たとえ『ジャ

ン・クリストフ』の服飾が時流にあわず， どんな着かたをすれば人に笑われないで

すむかを心得ている人に笑われたとしても，たとえ『ジャン・クリストフ』の時代

おくれの風格を発見し，部分だけしか見えない人に欠点をほじくり出す機会をあた

えることになったとしても，そんなことはかまわない。 「それらはすべて細部なの

であり」， 「この作品をわれわれが重視するにあたいするところは，あの熱い心な
いた

のであり，あの偉大な焔なのであり，人間は至善に袈ることができるということに

対するあの信仰なのであり，善に対するあの確固とした信念なのである」。 大切な

ことはロランの善に対する追求の「性格そのもの」なのである。
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ロランは「二度征服された」フランスで脊ったのである。

バリ ・コムミューンの壊滅と普仏戦争の敗戦によって，フランスの知識分子は非

観主義の重荷の下におしひしがれ，文学面では自然主義がはなばなし く勢いをのば

していた。その中ではも っとも見識のある人物でさえ， 「思想は行動を伴わな くて

もよいと考えたにすぎなかった。もっとも芸術に忠実な人でさえ， 「虚無を描いた

1冊の本」を書きたいと希望したにすぎなかった。もっともよく現実を反映するこ

とができた人でさえ， 「樹の莱そのもののために樹の葉を観察し，自然を理解する

には自然と同じように平静でなければならぬ」と宣言したにすぎなかった。もっと

も科学的な方法を重視した人でさえ， 「獲得できるかぎりの素材を収集し，記録し

よう」と主張したにすぎなかった。もっとも反抗精神に富んだ人でさえ， ドレフュ

ース事件によって「一時的に憤激した」にすぎなかった。その他の者は，小市民の

現実に対する追随をもって現実の表現に替え，悪い感情を良き感情に替えて創作の

基礎としただけのことだった。彼らは熟練した言語を操ってさまざまの冷淡な形象

をいかにもそれらしく浮彫りにし，探訪してきた材料を利用して庸俗社会学の図解

をかき，純生物学の方法にもとずいて心理試験の記録をつくる..……•ことができる

かもしれない，要するに，彼らは人間の 1本づつの頭髪の形状を描くことはできる

が，ひとつの平凡な魂の偉大さを書くことはできない。

ロランはほかでもなくこのような一切を呑みつくす潮流の中で自己の文学活動を

始めたのである。彼は1890年にマルヴィーダ・フォン・マイゼンブークに宛てた

手紙の中ですでに「生命と才能をすっかり愛情の囲いの中で使いはたす」モウバッ

サンに対して不満を表明している c 彼は言う， 「オ能とは広々とした芸術の園の中

のもう 1粒の砂でしかない」，モウパッサンの作品の中に， 「われわれがさがしあ

てるものは芸術でしかなく．その次も芸術であり，芸術を除けばほかにはなにもな

"¥・・・・・・・・・・..」 。

彼と同時代のプールジェに対して，ロランはより大きな反感をあらわにしている。

モウ バッサンは彼に「絶対的憎悪」を抱かせたけれども， しかし少くとも「モウパ

ッサンを憎んでもよい，なぜなら彼はひとりの人間であり，彼は血も肉もある人間

-18-



であり，彼は残酷な性格をも っているけれども一一ーなん といってもそれはひとつ

の性格だからだ」。 しかし， プールジェはまるで生きているもののようではない。

ロランは言う。

私はブールジェ の態度は彼の小説よりも っと嫌いだ。彼のひからびた心理学

はあまりにお手軽すぎる 一―—人を耐えがたくさせるだけだ 。 ……•••私は彼と

心理学とはなんの関係もないとさえ感ずる。彼の観察はどのひとつをと っても，

講述と発表と解釈でしかない。人たちはプールジェ氏の卒直な， しかし全く無

条件の巧妙な自己崇拝を感ずることだろう。彼がひとつの感情世界の細部を分 -

析するたびごとに（そしてあるときなどはめ ったにないほど深刻なものだった

のだが），彼はまるでアメリカを発見したと考えているかのようだった。その

ほか，私は彼の教授風の冷淡さにも耐えられない。彼の描く人物はまるで人間

ではなく，幾何学の図形でしかない。私は彼のものを読むと，思わず自分の椅

子の上に跳びあがろうとしたり（どうか私を笑わないでください），あるいは，

瓶を 1本うち割ろうとしたり（どうか私を笑わないでください），あるいは，

だれか家の者にくってかかろうとしたり（どうか私を笑わないでください）す

るのだが，それは私の激しい倦厭と無聯とを緩和させたいためだ。どんなに生

活を研究したところで，この小説はまったく死んだものだ。死んだものである
わら

ばかりでなく，藁がいっばいつまっているのだ。私の言葉はすこしわかりにく

いだろう。しかし私の言う意味ははっきりしている。ああ，こんな作品はいつ

までたっても私たちの生活の中の悩みを慰めてはくれないし，なおさら苦痛の

中にすこしばかりの甘味をそえてくれるはずもない。

（中国語より重訳）

ロランははじめから， このような文学潮流と真向うから対立した。彼は生気を失

ってしまったこのような腐敗の空気をとりはらって， 「英雄を再生させ」ようとし

た。彼は「信仰の悲劇」の中で， 「愛があってこそ他人を理解することができる」

と述べている。彼は『英雄の伝記』で， 「われわれは生命に対する，人類に対する
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信仰をふるいたたせるぺき だ」 と述べている。当時は，ロマン ・ロランのよう におそ

れを知らぬ大勇者の精神を抱き，血肉の中に熟い愛と憎 しみをしみとおらせた人だ

けが， 荊棘と乱石の中に道を開 くことができたのである。

ロランは自身を文学の事業に捧げようと した最初の時から，それが苦 しい， した

たかな戦いであること に気づいていたし，やがては自分にた くさんの深い傷をもた

らすであろうこ とを予感し ていた。

彼の青年時代はま ったく無味乾燥な試験のために犠牲となった。家庭や肉親の期

待をうら ぎらないために，彼は次々に祁等師範学校， 学士，研究生・・・・・・・..の試験に

バスした。これ らすべてのやっかいな仕事をやりあげ，上流社会への門が彼にうら

開かれたとき，彼はそこへ足を踏み入れること を拒んで，むしろすすんで難苦の道

を選んだのである。彼を深く愛していた師のガプリエル・モノーさえも，彼がこれ

からその果実を受けようと している教師生活を放棄 したことは「軽卒なふるまい」

だと考えた。しかし彼は「成功すること だけを求め，いちばん安定したいちばん便

宜な近道を通って目的に到達するような人間」にはぜったいになるまい， と早 くか

ら思いき めていたのである。

このよう な無名で人に知られていない青年が堕落した文学潮流の全体に向かって

挑戦し よう などとすることは，もちろん容易なことではなかった。敵の力は，すべ

ての出版物を占拠し，すべての劇場を盤断し，彼と読者とのすぺての通路を遮断し

てしま うほどに強大であった。そのうえ彼の経済はたえず背威を受けていたがひと

りの有力な友人もいなかった。新聞界でも，出版界でも，劇場方面でも，いささか

の同情も得られなかった。彼は 1ダースも戯曲を苫いたのだが，そのうち 8本は印

行することができず，上演できたのはほんの数本だけで， しかも幾晩も上演はして

いない，たいていはただ 1度上演しただけで，なんの評判もなく埋もれてしま った。

彼が信頼した親友のかのマルヴィーダだけがこれらの戯曲を推賞してくれたほかは，

誰もひとことも言ってくれはしなかった。彼と数人の友人が身銭を切って雑誌を出

し，広告も載せず，稿料は 1文も受けとらず， だまって 15年間もつづけたのであ

る。彼は歴史の銅像ともいうべき一連の英雄伝記を書こうとした。彼らの雑誌に発

表された『ベートーヴェンの生涯』をはじめとするその他のいくつかの伝記も人た
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ちにボロ紙同然に無視された。彼が 『ジャン ・クリストフ』 8巻を発表した後でも，

彼は相変らず無名で人に知られなかったし，かえってくる声もなく，反響もなかっ

た。なんども，彼が妥協を表明 しさえすれば名声を得られたのだが， 彼は'・ヽささか

の路莉もなしに誇り祁 く拒絶した。 『ジャン ・クリストフ』の「広場の市」の店が

発表されてから後は，彼は長くパリ 出版界の彼に対する善意を失ったのである。

10年， 15年，20年・・………彼はずっと孤独と寂突の中で仕事をつづけた。彼

が『ジャン ・クリス トフ』の中に苔きつけた「彼の目的は成功することではなくて，

信仰なのである」という言葉は， 実はまさに彼自身の写し絵なのである。まった＜

その通 りで， 『ジャン ・クリストフ』を苔いたこの人は，まさ にジャン ・クリスト

フと同じ よう に，人間であろうと化物であろうと， 古えであろうと今であろうと，

すべて前進を阻むものは踏み倒し進むというあの不屈の精神をもっていた し，自分

のために退路を残さず， 他の人のためにも余地を残さず，敵に出会えば頭を低 くし

て突っこんでいくあの毅力をもっていた。信仰のためには失敗を恐れず，戦いのた

めには傷を負 うこと を恐れず，油垢にまみれきった芸術界を洗い清めるためには冷

淡にされ，打撃を受け，包囲攻撃されること を恐れなかった。

当時は， 彼のように不屈の人だけが，倒れては起き倒れては起きあがって腐敗し

た文学潮流に向かって孤軍の抗戦をおこなうことができたのである。

「世の中にはばらばら とい くつかの石ころがあるわけではない。人類の生きるカ

はほん とうに失われつくそうとしている」（中国語より重訳，これに該当する部分

を見つけ出すこ とができなかった。あるいは見落しているのかもしれない。 ただ

「広場の市」 p465 -—みすず書房『ロマ ン ・ロラン全集 ll 』 『ジャン・クリスト

フ ll 』—ーに「私たちは一つの壁によってへだてられている。その壁を作り上げて

いる石を，一つまた一つと私は取りのぞく。 しかし，同時に私自身を使いへらす。

私たちがたがいに，へだてなく結合することはけっしてないのだろうか？……」と

いう文があり，それと関連づけて考えられるかもしれない）

まさに彼はパリの芸術「広場の市」の中でこそ光明と進歩を堅持したのであった。
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『ジャン・クリストフ』 の第 1巻「l署」は1902年に世に問われ，最後の1巻「新

しい日」は 1912年になって完成した。 ロランがこの小説に着手十る前にはま るま

る10年間の準備の時間が経過している。彼は高等師範学校で勉強中に十でに「ひ

とりの誠実な芸術家が世界の岩石を打ち砕いた歴史」を苫こうとし， 1R90年，彼

はローマのフランス考古学院でジャン・クリ ストフのいっそ う鮮明な風貌を手に入

れた。 「それは自由の人であり ，偉大な確信によって創出されたのであるツ人類は

彼をうち棄てたけれども，彼は人類の中にいてなお確信をも ちつづけていた」 （中

国語よ り重訳 ）。

ロランが『ジャン・クリストフ』を書 く以前から，ジャ ン・クリ ストフの影は千

っと彼の心を占めつづけ，彼に圧迫を感じさせたので，どう して もそれを吐き出さ

ねばならなくなっていた。 この小説はどろ縄式に社会の片隅へ出かけて行って材料

を集めれば書きあげられるようなも のではなかった。たとえどんなに偉大な自然主

義の作品でも，まことに彼自身の言うように， 「かの FiatLux! (光あれ ！） が

欠けている」，なぜな ら， 「太陽の光明が不足しているから， 心の光明があらねば

ならぬJ。ロランと自然主義作家の最大のちがいはまさにここにある。彼は他の人

を感動させる前にまず自分が感動したし，他の人を信じさせる前にまず自分が信じ

た。彼は偉大な思想を自己の血肉と化し，偉大な理想を自己の行動に滲透させた。
たいまつ

信仰の松明をまず彼自身の心の中に燃えあがらせた。しかし， どれだけ多くの人た

ちが受け売り のうわべだけを飾る思想と真の血もあり肉もある思想と を同列におい

ていたことか。どれだけ多 くの人たちが空威張りの大言壮語を戦闘的大勇主義と一

視同仁していたことか。

たとえ 1ダース以上の理由があったとしても，古くさいおきまり の伝統理論によ

って， 『ジャン・クリストフ』の中でしばしば十数ページからときには数十頁さえ

占めている直接的叙述を非難し，それは芸術の法則を破っていると言ったとして も，

そんなことは関係がないのであり，そのことはこの偉大な作品の一字ー画をも損う

ものではない。このような，芸術に対する去勢ほど真の芸術家を耐えがたくさせる

ものがほかにあるだろうか。大切なことは，それの誠実な心なのであり，その深い

感情なのであり ，その火のような現実感なのであり，………， それらは永遠にわれ
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われと通じているのである。

たしかに， 『ジャン・クリ ストフ』は現在のそれの読者の社会意識の水準 （訳者

注：新中国になってからの社会意識の水準をさ している）には追いついていないか

もしれない。しかし，われわれは言わなければな らない，この「善の勝利を信じて

いたベートーヴェン」はなおかつあれら 「心の参加をもたない社会意識でも，もの

ごとはすますことができると思っているような男や女ども」にと って欠くことので

きない模範となりうるのだとい うことを。

ある社会意識がもし偉大な品性をそれの基礎 としているのでなければ，人格の印

証をそれの血肉としているのでなければ，心の参加をそれの生命としているのでな

ければ，たとえ科学的方法を用いているとふれまわってみても，客観的態度なのだ

と吹聴してみても，それはどんなにしても自己の冷淡を掩いかくすことができない。

このような冷淡の表現は，たとえば， ときにはロランがブールジェの作品の中に見

た，例のひからびた心理学であり，まるで人間ではなくて，幾何学の図形のような

人物である。またたとえば， ときには，われわれがアフ゜トン・シンクレアの作品に

見る，政治経済学を機械的に形象言語に翻訳したような，できの悪い「暴露文学」

がそうである。シンクレアは資産階級の罪悪を「暴露」した『屠場』， 『石油！』

などの作品を書 くこともできたが，もっともきたならしい世界主義の賛美詩「二つ

の世界の間」を書 くこともできた。いったい，彼は次々に考えが変って，革命者と

悪党とが同じ魂の土壌から生まれてくるものとでも考えていたのだろうか。彼がそ
いつわ

れら「暴露文学」の中に表現した，心の参加をもたない社会意識は詐りのものであ

る。これは投機的なもうけをたくらむ商人にはいちばん通りにくい関門なのであり，

われわれが本物と偽物とを区別するもっとも重要な試金石なのである。われわれが，

シンクレアのこれまでの進歩をよそおった社会意識を，人を欺くものだと見なした

のは，それが「心の参加」に欠けている， という原則にもとずくからである。シン

クレアのようにあちらへこちらへとたえずゆれているのは，まさに多くの人たちが

言 う「転向」という 2字にちょうどふさわしい脚注である。もしものごとの見わけ
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い に

もせず，よく 考えもしないで， 「転向」という悪名 を，人間は 「至善に毀る」こと

がで きると終始佑 じていた戦士の碩に一―—彼は初めは時代の制限のために， ー半

に個人主義の柵から完全脱出をしなかったけれども， 早くから，ある克服しがたい

思想を内にも っていて，積極的な民衆をさが しあてたのだ 一ー でた らめに加える

とすれば， そのと りちがえの晶りは，ただ真偽の区別をすることがまるでわかって

いなかった結果なのだ。

このように してはじめて， 『ジャン ・クリストフ』の中の弱点と，そして，われ

われがなぜこれらの弱点をただ 「過渡的な」あるいは「時代遅れの」とだけ言って，

「すぐに朽ちはてる」など とい う言菜を避けて用いないかとい う理由を理解できる

はずだ。 これはわれわれの偏愛や，ロランに対する過度の崇敬によるものではな く

て，われわれがこれらの弱点を ロランの全基本精神の細部にいささかの傷もつける

ものではないと見なしているこ とによるのである。

ロラ ンは少なからぬ迂余曲折の道を歩いてやっと終点に到達した。しかし初期の

ロラ ンの形象の中にさえ，われわれは後期のロランの萌芽を見出すこと、ができる。

それはちょ うど種子の中に未来の植物の生命が含まれているのと同じことである。

それとは逆に，シンクレアのような利益をたくらむ投機的商人は， ときには偽装の

顔でわれわれの前に現れるかもしれないが，彼らはロランが真に到達した終点に到

達することはできないのである。われわれがもし，後の者が先を越す態度や，欠点

だけをつつきだす方法をとるならば， 『ジャン・クリストフ』を一文の値うちもな

いほどに「批判」できるだろう。数えきれないほどの証拠を挙げて自分の社会意識
わC

がロランよりずっと進歩していることを証明することで騎りたかぶることができる

だろう。

かつて， 『ジャン・クリストフ』の中から「毒素」をさがし出して， これは「資

産階級文学の滅亡直前の輝き」なのだと断定しようと企図した人がいた。こんな言

い方の途方もない愚かさ加減はともかくとして，この論者が根拠とした理由もまた

きわめて単純薄弱なものであった。その人は『ジャン・クリストフ』を青年に恋愛
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のしかたを教える本だと思ったのである。ここで もう一度ロラン自身の言葉を引用

して，彼が「生命と才能をすっかり愛情の囲いの中で使いはた」したモウパッサン

にどれほどの反感を抱いていたかを証明するこ とが必要だろうか。 『ジャン・クリ

ストフ』自身によって， ロランは決して青年に恋愛を教える先生などではなかった

ことを証明する必要があろうか。

「新しい日」の巻は， ジャン・クリストフが永遠に「下層の民衆に別れを告げ」，

またもや「愛情」だの「友情」だのという 青年期の「貧しい憐れな人生」をくりか

えしていることの表現なのだと受けとられている。しかしあるフランスの作家は，

「アンナとクリストフのめぐりあいはフランスの小説の中でもっとも偉大な，もっ

とも単純な， もっとも美しいものの一つだ」と述べているのである。

言うをはばかるまでもなく，今日の目で見れば， 『ジャン・クリストフ』の中に

は， 「時代遅れ」のものや， 「過渡的」なものが存在している。すべてこの小説を

読んだことのある者は，たいていクリストフの「民衆蔑視」の印象をぬぐいきれな

いだろう。しかしその頃， ロランは眠りこけた民衆の革命性を見ることができなか

ったのであり， これは彼の誤りではなくて，彼の不幸だったのである。

われわれはさらに次のことをはっきりさせておかなければならない。クリストフ

が憎悪した「大衆」は決して労働大衆などではなく，まさにイプセンが反対した「多

数」なのであり， 「中産階級のちっぽけな世界」を代表する「多数」でしかなかっ

たのであり，真の労働大衆の多数と同じものではなかったのである。この問題につ

いて，エンゲルスはエルンストの機械論を批判している。なぜならエルンストが誤

ってイフ゜センが反対した「多数」を労働大衆だと考えたからである。クリストフが

憎悪した「民衆」とは，パリの「広場の市」に浮き沈みする残滓でしかなかったし，

小都市の中で「噂ほどこわいものはない」ことを武器とする小市民たちでしかなく，

また，音楽ホールや歌劇劇場でベートーヴェンを使って 1,2時間の無聯な光陰を

すごし，ひどい哄笑とヤジでひとりの誠実な音楽の天才を侮辱した聴衆でしかなか

ったのである。クリストフ， この不屈の芸術家は「流行の，病める，空虚な芸術」
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に反抗するために， 大胆に立ち上ってこれらの 「民衆」に挑戦したのであり， その

時，こ の地で，勇気をもってそう した者はほかには誰もいなかったのである。なぜ

なら当時，もしロラ ン自身の言葉をか りるなら， 「『多数』を 一ー観衆の数や収入

額の数字と崇めまつる宗教が，こんな商業主義のデモクラ シーの芸術思想を支配し
いい だくだ＜

ていた。作者の例に見ならって批評家たちが唯々諾 と々して， 芸術作品のたいせつ

な役目は，観衆や読者に気に入られるこ とにある と主張し ていた。成功こそ掟であ

る。そして成功が長つづきするような ら，こ の事実には頭を下げなければならない。

そんなわけで，彼らは娯楽至上主義の 「株式相場」の変動に見込みをつける ことに

専心し，一般大衆が作品についてもつ感想を大衆の顔色から読み取るこ とに大わら

わであった」（片山敏彦訳 「広場の市」p366ーみすず書房『ロマン・ロラン全集』

Il)からなのである。

まこ とにロラ ンが言 うように， 「このように卑怯な時代の中で，誰がも のごと を

やる勇気があろ うか。誰がすすんで責任をとるために自己を地獄に落とし入れよ う

か」。もしそう ならば， この真理を追求し進歩を堅持して自己犠性の戦いをつづけ

るジャン・クリストフをニーチェ式の超人だとか，あるいは， 真に民衆を軽蔑する

ものだとかと言うことができるだろ うか。もしそんなことが言えるのなら，当時の

「数字を崇めまつる」あの奴隷どもは，みな真に民衆に接近した人物になってしま

うのではなかろうか。

「民衆蔑視」と目されている『ジャン・クリストフ』の発表よりはるか前に，ロ

ランは「民衆劇場」の運動を始め，芸術を民衆にとりもどし，民衆の力によって芸

術を救おうと企図し，そして次のように宣言した。

卒直に話そう！ 塗りたてたり飾りたてたりしないで話そう！ 他の人に理

解されるように話そう！ ひとむれの利巧な人たちに理解されるのではな くて，

何千何万の人たちに理解され，純朴な人たちに理解され，身分の低い人に理解

され，．．．．．．．．．

もしロランが『ジャン・クリストフ』の中で「民衆を蔑視」したと言うのなら，
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それは大衆化問題には，凡ltlfの原則に対する勝利と原則0)凡廂に対する勝利の区別，

自然性の自枕性に対する勝利と自覚性の自然性に対する勝利の区別，が存在するこ

とを理解していないか らである r ロランがバリの「広場の市」の民衆に反抗したの

も， まさにこの原則性と自党性を堅持するための戦いだったのである。

しかり， クリストフは「燃え立つ茂み」の中でも下陪の民衆一~ 「広場の市」

の民衆とはまったくちがった別な世界とも接触している。こ の 「稲妻のような地獄

への旅」は，ロランが10巻の『ジャン ・クリ ストフ』の中で下層の民衆に接触した

唯一の機会であった。オリィヴィエの死をもた らしたメーデーのデモにすぐつづい

て， クリストフはまた下層の民衆のそばから離れ去るのである。まことに， ロラン

の筆になるこれらの下層の民衆は「頭が千もある動物」 のよう にうごめき，叫び狂

ぃ，怒りたけり，••••……•• していて，彼らの顔つきも「はっきりしない」ものでは

ある。しかしもしわれわれが， ロランによって「直接，民衆の中からやって来て，

力強く，がっしりとしている」と称されたゴーリキーを読んでも，その初期には，

把握していた不屈の性格もなお完全に目醒めた労働者階級ではなくてただの流れ者

だったのである。とすれば， ロランに対してどうして過分の苛酷な要求をもち出す

ことができよう 。ましてロランはデモをしている民衆に対して， 目まいのような惑

乱を感じただけで，彼らに対して軽蔑などはしていないのである。このことは「広

場の市」の中の「身分の低い民衆」に対する彼の態度と根本的にちがうものである。

1900年， ロランは「民衆劇論」の中で，彼がさがしあてたものは， 「自由思想

の民衆であり，物質的必要や苦しい労役にいためつけられていない民衆であり，偏

見と宗教的迷信に欺かれていない民衆であり，主人としてある民衆」である，と述

べている。

このように健康で積極的な民衆は，もとより「広場の市」には見つからないが，

「燃え立つ茂み」の中でも， 「人類の力がまだ人民の勝利によって新たに形成され

なおしていない」時には，その盲目的で，いまだ目醒めぬ力を見ることしかできな

いのである。 ロラ ンは積極的な民衆をさがしあててはいないけれども，彼は「主人

としてある民衆」の輝やかしい理想のために最後まで奮闘しようと誓ったのである。
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ジニック

この一点だけをとっても，この偉大な精神の戦士の理想主義と犬儒の者どもの臆病

な理想主義とを区別しなければな らない。彼自身もこのように述べたことがある，

「私が罪財g主義の甜薬』を嘲笑するのは， 真の理想主義にかわって復讐するため

である」と。

ロランは言う．彼は30年の歴程の中で， このような積極的な民衆をさがしあて

るために自身のひげ根を黒士に埋めこみ，ついにゴーリキィのひげ根にぶつかり，

そして兄弟のように結びあったのだと。彼はソ連人民にあてた手紙の中で，

君たちの戦いは君たち自身のためばかりでなく，われわれのためにも戦った

のだ。君たちはみんなのために戦ったのだ。

と書いている。

しかし，なかには，これは， ロランが武装解除の投降と同じく突然の転向をした

のだ， と言う人もある。なぜなら，ロランは『ジャン・クリストフ』の中で激しく

「社会主義」を批判し，ことに例の「社会党員」に対してまったく軽蔑する態度を

とったからである。このような主張に対しては， 『ジャン・クリストフ』の中のル

ッサンを代表とする「社会主義者」の連中がいったいどんな人物であったか， をま

ず明らかにしておく必要がある。これらの人物がいささかも労働階級を代表できな

いことはまことにはっきりしている。ましてその中にはパリ社交界の寵児， リュシ

アンまでも含まれているのだからなおさらである。ロランが彼のことを「社会主義

のうじ虫」と斥けたのは別に行きすぎではなかったのである。なぜなら， クリスト

フは当時の「社会主義の宣伝物」に， リュシアン流の「芸術のために芸術する小文

人，貴族的無政府主義者」が充満しているのを見たからである。 「彼らは地位があ

るだけでは足りず， さらに栄誉を求めた••……•社会主義の閣僚も叙勲を受けること

は慶賀すべきことだと承認した」からである。

ロランは遠慮会釈なく， 「彼らはまるで社会主義など信仰してはいないのだ」と

言った。これは正確な見解ではないだろうか。これら第2インターナショナルの社

会党員の 「社会主義」なるものが何であったか，は今ではみんながすでに十分よく
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知っているところである。

われわれはさらに歴史上の証拠を徴して， 彼らがマルクス主義を歪曲し、それが

レーニンのふたたび新しいイ ンタ ーナショナルを組織する原因となったことを証明

する必要があるだろ うか。 ロラ ンがも しこ のよ うな「社会主義」を非情に唾棄しな

かったのならば， 真の社会主義に対して歓呼することは絶対に不可能であったろ う。

「ロランの時代がわからなければ，彼の作品を理解することはできない」， ツヴ

ァイクが『ロマン・ロラン』の中で述べたこの簡単な言葉はたしかに重要な指摘で

ある。もしロランの時代および彼のまわりの具体的な環境を忘れるなら，継承であ

ろうと，発揚であろうと，批判であろうと，否定であろうと，すべて問題にならな

vヽ
゜
あるフランスの作家が， 『ジャン・クリストフ』の中の「ふしぎな矛盾」， つま

り，その中のある場合の，叙述の手法であると同時に思想方法でもあるような観念

論のことを指摘している。しかし，なぜこれらはただ「過渡的な」あるいは「時代

遅れの」ものにすぎず， 「すみやかに朽ちはてる」部分の方がより多いという見解

をとりえないのか。それは「単独の建築物のドアのノプはぜったいに建築物全体を

代表できない」からなのである。われわれは『ジャン・クリストフ』の個別の弱点

によってその全体を掩いかくすことはできない。それはちょうどただ単に完全な 1

本の歯によって，からだじゅうに膿傷のある病人を健康だと見なしえないのと同じ

ことである。 1950年6月15日

（相浦呆訳）
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マルヴィーダとロラ ンの往復苫簡（ 補 3)

ロランからマルヴィーダへ

A、ロー一ーャに (

1890年7月 1:1 11, fl曜11のタ

目 が疲れるよ うで したら，こ t})平紙はお ，b'~みにならなし‘で Fさし¥,ここには面!'I

t ヽことは何も ~fいてありませんか ら n

したしし‘友，鉛箪で 1いくことを， また，この一週間お使りしなかったことをお許

し下さい。あまり 多くのも のを見て回ったために， もう へとへと です。私の旅がは

じめ考えていたほど長く続かないのは幸いです。この上さらにヴェネチア， バ ドヴ

ァ，そのほか何もかも見物しなければならないのなら，たぶん私は重荷に耐えかね

て倒れるでしょう。しかし予定より早くバリに戻るのは，故意にではありません。

これは誓います。およそ実際的なセンスに緑のない私は，旅行に出た途端，小包代

に 4日分の費用を払うという？忠をやりました。どうしてそうなったか打ち明ける

訳にはゆきません。まことにお恥ずかしい話です。こんな馬鹿なことを仕出かした

自分に腹を立てる気にならないのは幸いです。今度のことを自分に悪く取る気は毛

頭ありません。他人についても同様です（このほうがも っと立派です）。むしろ笑

えてきます。要するに私は素敵な小旅行をしたことになるでしょう 。それは短期間

であるだけに，かえって，いっそう有益でしょう。非常にまとまりがあります。こ

れもひとえに偶然のおかげです。そのために私はヒ エ゚ロ・デルラ・フランチェスコI)

の作品をほとんど全部知ることができました。それに彼の流派，弟子のシニョレル

2) 
リ，友人のメロッツォ・ダ・フォルリも。

3) 

ヒ゜エロは立派な画家です。あなたもご存知の， 「繊細なもの」にたいする私の気

分のために，私は彼の芸術を感じるのには二重に鋭敏でした。繊細さと俊雅さ を軽

んじ，真実とカー—とくに真実 ーを旨 とする画家にとうとう出会ったのです 。 彼

の主要な作品はボルコ..・サン・セボルクロにある画ではなく，アレッツ ォのフレ ス

コ壁画だと思います。私ははじめ驚愕で，つづいて賛嘆の念でいつばいになり まし
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た。 15世紀にこのような自然の力をも っているのは，他にギルランダイオだけで

す。ヒ゜エロはもっと単純で，その悲劇性はただただ人生観察から来ています。たと

えば，戦闘の凄修な場面を細部にいたるまで，いささかの誇張もなく描いてゆく彼

の無感情は恐るべきものです。観察におけるこれと同じ無感情，卓越した没個性は，

時としてシニョレルリにもみられます。これらの魂は愛について多くを知りません。

シニョレルリは少なくとも激しい憎悪を知っています。しかしヒ エ゚ロは愛すること

も憎むこともないように思えます。彼はただ見るのです。そして彼の異常な目は華. . 
麗な衣裳のすべて（彼は競嘆すべき服装画家です）を貫いて，人間の利己的な心ま

で達します。断言できますが， ミサ服をまとい，大きな平たい帽子をかぶった老ソ

ロモンを見て，私は微笑する気にはまるでなりませんでした。或は，誇らしげな処

女の上に，微笑しながら神聖な種を撒く父なる神についても同じでした。すべてが

生気に溢れ，そのため描写と創意の素朴さはすっかり後退します。見る者もまたこ

の生気に満たされ，胸いっぱいに呼吸するような感じがします。その上，いまだ修

理されたこと のないこの壁画は，色彩の比類のない新鮮さを保っているように思い

ます。事実ヒ エ゚ロはあの頃の色彩派の最初の一人でした。もしお望みでしたら，い

つかまたポルゴ・サン・セポルクロの「復活」についてお話しましょう。これは何

と素敵な土地でしょう！ 自然と芸術が互いに手をさし伸べています。私が唯一の

外国人でした n この平和な小村ボルゴ・サン・セボルクロがこれから先ずっと無垢

のままであり ますように！

長いお便りをする暇と元気がありません。しかし次の機会に埋め合わせをいたし

ます。

一言だけ一ー。シニ ョレルリの見事な作を所有するコルトーナを見ました。アレ

ッツォ，ポル ゴ ・サン・セポレロ，シッタ・ディ・カステロ—ーウルビーノ， リミ

ー ニ —ーフォルリーーそして私の美術の旅の仕上げに完槌な美の印象を味わうべく，

さら に 当地へや っ て来ました一—ラファエルロの「艇チェチーリア」 を見るために。

これで終わりです。

さよ うな ら， したしい友，心からあなたを愛します。

H. R. 
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この乱策をお許し下さ vヽ，， 1::1が疲れるt・jでした ら， どう が,~IL ,~'しな さ ら なし ' ,I: ・i 

に。いずれ何もかも話し合えるのですから。

沢注

1) Piello della Francesca (1410/ 20-92) アレッツォ近郊の小村ホルゴ

・サン・セボルクロに生まれ，同地で没す。いわゆる「ウンプリア派」 を代l<

する巨匠で，アレッツォの聖フランチェス コ寺院に壮大な「搬十字架の伝説」

(1452-66)のフレスコ壁画を， またボルゴ・サン・セポルクロに「キリ ス

トの復活」を残した。遠近法（透視画法）の完成者と しても知 られる。

2) Luca Signorelli (1440/50-1523) アレッツォ南東の小都市コルトー

ナに生まれ，同地で没す。

3) Mellozo da Forli (1438-94) フォルリに生まれ，同地で没す。

Il マルヴィーダからロランヘ
エムス，ホテル「ロンドン」にて

1890年7月 18日

したしい友，ボローニャからのお手紙で安心しました。ありそうでないにしても，

それでも万ーといった事で，私は早くもあれこれ想像力を働かしていたのです。次

の冬には私たちに共通の仕事がまた一つできたことを大変うれしく思います。実際

的なことでの練習です。私は実際的にすぎる人間はそれほど好きではありません。．．．． 
しかしあなたは実際的でなさすぎるようです。あれはローマのことでしたが，代金

を支払った際，あなたは釣銭を確かめもしないのです。こっそり白状しますが，私

もこういうことでは強くありません。しかし私は「自己教育」 (self-education)

でかなり満足のゆくところまで来ました。そのおかげで自分のお金をもっと有効に

使えるのですから，これは望ましいことです。

最近いただいた数通のお手紙はとても楽しいでした。というのは，あなたの上機
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嫌が表われているからで十。あなたの陽気で皮肉tc一面iをこ れまで知らなかったの

で， しばしば笑わずにはおれませんでしたn この1立後の旅行は素睛らしいものであ

り，それとして完熊であったにちがいあ りません。あなにが旅行の祖続を妨げられ

たのは好都合でした。ことにヴェネチア は切り離し て楽 しむ必要がありますから。

ふたり一緒に見物できたなら！ あなたが初めて大迎河 (CanalGrnndc)をゴン

ドラで行くの を共にすること一—それは運命にいつか恵んでも ら いたい一つの災 し

い瞬間です。あなたがヒ エ゚ロ・デルラ・フランチェ スカについて言われることは何

もかも非常に輿味ぶかいです。ともかくアレッツォで見てみるようにします。ソロ
凡もん

モンの衣文についても，また， 天上の窓から下をのぞく 父なる神についても，あな

たが笑わなかったのは理解でき ます。私自身これらを笑ったのは，純粋な喜びから

です。素朴さの中のこの真面目さは私には素敵だと思えたのです。しかし繊細さと

優雅さがどうして真実から排除されなければならないのですか？ 繊細さと優雅さ

は現実に存在するのではありませんか？ それらは美しい魂の奥底に一ーカとエネ

ルギーとまったく同様に一一生きているのではないでしょうか？ ポローニャでは

聖チェチーリア礼拝堂（ラファエルロの「聖チェチーリア」ではありません）をご

覧になったでしょうね？ フランチアとコスタによるフレスコ壁画―ーとくに「聖

チェチーリアの婚礼」―ーのある礼拝堂です!)この完壁な"gentilezza" 〔繊細，

優雅Jもまた一つの真実ではないでしょうか？
(----)要するに，あなたがイタリアで夏をたっぷり味ゎわれたこと，あな

たが「優美なもの」の他に， ピエロと彼の弟子たちにおいて，真実の力強い表現，

それどころか峻厳な表現にも出会われたことを嬉しく思います。ご機嫌よう。あな

たをやさし く一＿いや誠実に愛します。あなたは「やさしいもの」は嫌いなのです

から，やさしく ではお困りでしょう。

お母さまとお妹さんによろしく。

訳注

1) 「ユニテ」 14, p.28の注2)参照。
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皿 ロランからマルヴィーダへ
バリ， ミシュレ街 13

1890年 7月18日，金曜日

したしい友，バリに戻っ て来ました。そしてまた肉親の愛情に包まれていま す，9

しかし私のパリー—私がかつて熱愛し，賛嘆したパ リに再会する こと は できません．． 
でした。(---) 昨晩バルコニーでじ っと私の星を観察しました。ああ，おっ

しゃった通りです―— 星は何と色あせ，ここでは空は何と私たちから遠いこと で し
ボエジ—

ょう。一私がこれまで生きてきた詩の世界は終わりました。 あの南方でと同じ

文体で創作をつづけることは決してできないでしょう 。ここでは嘲りと怒りに圧倒

される自分を感じます。一一この一年はほんとうに素晴らしいでした。今ではそれ

を体験したことが信じられない位です。したしい友，私の心は深い憂愁にとざされ

ています。

パ リのほうは魅力を失いましたが，その魅力を山々が私のために十分とっておい

てくれました。汽車がゴットハルトの山を越えた時，私は感激しました。これは重

要なことです。というのは，イタリア側で私がもった印象は優雅なものばかりでし

た。窓外の湖は私の気分を晴れやかにしてくれました。一ーそれは魂の微笑といっ

た感じです。しかしやがて汽車がゴットハルトヘ入り，私がこれらの巨大な山塊ー

ーさながら永遠にそそり立つ， この途方もなく巨大なものに囲まれ，行為の世界を

はぐくんでいる，この霊気に包まれるのを感じた時，私はほんとうに幸福を味ゎぃ，

魂の広がるのを党えました。愛するカンパーニャの野とおだやかなアルバーノの丘

は，澄んだ心に理想的な平和を恵んでくれます。ところが高い山々では，私は闘争

に必要な力と気高い怒りを汲むのです。

ボローニャの「聖チェチーリア」には期待したほど魅惑されませんでした。 「バ

ルナスのアボロ」のほうがずっと好きです。卒直に申して彩色はそれほど気に入り

ません。ことに 5人の人物1)の背景をなす，ぎらつく空がそうです。ついでながら

聖パウロの憂うつな夢みるような表情と，かすかな官能をあらわすマグダレーナの

微笑は大好きです。あなたのところで見た記槌のある，ティモテオ・ デルレ・ヴィ

ーテ 2)のう るわしいマグダレーナにこの地で再会したことは大変な喜びです。 この
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柔和で優雅な顔にどれほど深 く引きつけられるか，それをお話する ことは全くでき

ません。ボローニャ派の画家に親しむこ とはまるで不可能です 一ー 17世紀の素朴

な画家たちも，また折衷的な画家たちもどち らも。彼らはみな大変器用で，教養が

あり，勤勉で，実直ですが，少しも芸術的なところがありません。彼らはかなり柔

和で，まことに有徳ですが， 感情面では大いに平凡で，ひじょ うに冷淡です。ああ，

そして何と ブルジョワ的でしょう！ そしてブルジョワ的な芸術は私はまっ た＜好

きになれません。しかし反対に，これまで嫌いだったグイド・レーニ3)をボ ローニ

ャで高 く買うようになりました。彼のなかに真面目で悟性的な才能があるのが分か

りました。その構図は見事です。もう少しで真の芸術家という印象を与えます。し

かしそれでも私に確信させることはできません。ローマで嫌いではなかったドメニ

4) 
キーノ はここボローニャでは没趣味に思えます。――古い画匠たちはどうかと言

えば，フランチアがペルジーノと比較されるのには腹が立ちます。第一，フランチ

アは画家 として，色彩家としてペルジーノとは随分ちがっています。それから彼の

人柄はずっと単純で， よい意味でも悪い意味でも正直です（そうです，正直には悪

い意味もあるのです！） 。 ペルジーノには一ーフランチアもそうですが一—情熱が

欠けています。しかし彼は洗練された官能を少しばかりもっています。そしてそれ

が，一般に繊細なものに， （フランチアのブルジョワ的な魂に宿っている）平凡な

廿さが混ざるのを防いでいます。ペルジーノは作為的です。しかし決して因襲的で

はありません。これら二つの欠点のうち最初のほうが私には好ましいです。ボロー

ニャの美術館にはペルジーノの画が一枚あって，隣に掛かっているフランチアの何

枚かの画を楽しむことをすっかり不可能にしてしまいました。この画はラファエロ

にとって も危険な隣人のように思えました。一ーくり返して申しますが，全体とし

てボローニャの画家には芸術家をなすところの主要な特贋が一つ欠けているように

思えます。それは繊細な感受能力，深い印象能力，ゆたかな感覚生活ないし感情生

活といったものです。それにたいし彼らのもつ能力はよく均斉がとれています。彼

らは健全な判断力をみせます。そして彼らの勤勉な努力がすべて証明するのは，け

つきょ<, "nascantur poetae " 〔詩人は天性のもの〕ということです。私は聖チ

ェチーリエ礼拝堂を見ました。全体としてとても魅力的です。優雅な人物たち，堅
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さのない身振り， うるわしい風景はよく調和します。しかし奇祝で繊細な花の咲 く

この花壇から私は何も摘まないでしょう 。実際，そこに咲いているものは， どれ一

つほんとうに訴えて来るものがないのです。もう少し高楊を，もう 少し力を！繊細

なものは力の微笑として表現された場合，いっそ う魅力を増すのではないで しょう

か？ レオ十ルド［ダ ・ヴィンチ］万歳！ ラファエルロ万歳！ 彼らはれ？亨さ

した男性です。しかも幾分か女性的な感情をもった男性です！．． 
バリに戻ってまた私の楽譜を探し出し，そして留守中に私のために買ってくれて

あった， ラモーの『イボリットとアリシ』のスコアを丹念に読みなおしました。し

たしい友， この作品には見事な箇所があります。いくつかの真に崇高な場面， 『魔

笛』の祭司たちの合唱を思わせる運命の女神たちの三重唱 グルックのいちばん美
レックテイ ープ

しいアリアにも劣らず美しいいくつかのアリア， ワグナーふうの重厚な叙唱。 18

世紀のあの繊細な，メランコリックな魅力は言うに及ばずです。あなたがいくつか

の箇所には驚嘆されることを確信しています。この作品はフランス音楽のなかで比

類のない地位を占めるものです。私はラモーの全作品を手に入れるでしょう。とこ

ろで，私はこれらの作品を弾いたことがありますので，よく知っています。しかし

2年前にすでに感嘆したものを，今はもっともっと素晴らしいと思います。

(----)数日中にモノー夫妻を訪ねたいと思います。そこであなたにもお会

いできるのではないでしょうか？ さようなら， したしい友，心からあなたを愛し

ます。

R。 ロラン

訳注

1) 聖女を中心に，その右側に聖バウロとヨハネ，左側に聖アウグスティヌスと

マグダレーネ。

2) Timoteo Vite (Viti) (1464-1523) ラファエルロの最初の師匠。

3) Guido Reni (1575-1642) 17世紀ボローニャ派の代表者。

4) Domenichino (Domenico Zampieri) (1581-1641) 
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5) Hi ppolyte et Aricie (173 3) 

IV ロランからマルヴィーダへ
パリにて

1890年7月21日，月曜日

(----) 昨日，シャ ンゼリゼを凱旋門からチュイルリー庭園のテ ラスまで，

ケ ー

そこから河岸街を通ってルーヴルまで行ったとき， バリとは少しばかり和解し まし

た。要するに， ルーヴルのようなものはバ リにしかないのです。これは芸術に捧げ

られた最も光栄ある宮殿です。私の知っている美術館で， これほど大規模な， すべ

てを網羅するコレク ションをもつものは他にありません。しかしまさにそのためル

ーヴルには， イタ リアの愛すべき小さな美術館がもつ魅力が欠けています。これ ら

の美術館の一つ，一つが，も っとも固有の風土の不思諮な働きによってのみ開化し

えた絵画の精粋を秘めているのです。とくにペルジーノやフランチアといった「花

のように繊細な」芸術家たちは，この壮大な美術品倉庫のデモクラティックな混沌

のなかで，私には困窮した流刑人のように思えます。これに反し，その時代に，そ

の祖国で，生涯孤独であった真の天オは， ここでは勝利者として登場します。レン

ブラントがここルーヴルではいかに堂々としているか，それをお話することは全く

できません。ほかのどの地でも一ーハーグでもアムステルダムでも， レンブラント

がこれほど卓越した力という印象を私に与えてくれたことはありません。何という

想像力，何という詩でしょう。そして何と偽りのない深い感情！ ルーヴルの他の

いかなる画家も，私にとってこれほど身近かな存在ではありませんーーレオナルド

・ダ・ヴィンチ（ヴィンチの発音にご注意 !)1)でさえも。そして小さな声で白状せ

ねばなりませんが（他にはおっしゃらないで下さい）一ーこの前レオナルドを訪れ

たとき， 彼には失望したのです。ああ，何とい う気取りでしょう！ 以前こ の不思

諮な微笑がわざと らしく思えたことは一度もありませんでした。私のレオナル ドは

どうなっ たので しょ う。今では思えるのです—―こ の人物はいつも サ ロンにいて，

心にもない世辞をいっていたかのように。ああ，何とい うへつらい！ーしたしい
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友，いまレオナルドの魂にたいし私を閉ざしてしまうのは，優雅さに逆らう ，私の

いつもの「荒々しい」気分だとはお考えにならないで下さい。いや近頃，私は少し

ばかり嘲笑的になり，逆説的なことを申しました（これは時々 あります ）。私は繊

細なものを軽んじました。しかし繊細なもののためには，ありとあ らゆる力を捧 げ

るでしょう。これは間違いないことです。しかし時折他人を，そして 自分自身をも

からかいたくなるのです。一ーしかしどうして以前の私のレオナルドを見出せなか

ったのでしょう。（ジョコンダ［モナ・リザ］だけですが，これももう偉大とは思

えません。） その代わりにラファエルロのたくさんの画が理解できるようになりま

した。そしてその最小のもの一ー「アポロとマルシュアス」2)でさえ，私にとっては

一つの啓示でした。この二つの人物の美しい表情には，無数の思想が宿っています。

そのデッサン（複製をどこかで見たことがありますが）はもっと気に入ります。私

はルーヴルにあるイタリアのデッサンをくわしく研究するつもりです。一―—あなた

のジョルジオーネ 3) を見ました。もちろん立派です。しかし一ーしたしい友―—あ

なたがジョルジオーネを好まれるのは，イタリアの太陽にたいするあなたの熱烈な

愛と関係があるようです。ルーヴルのすべてのイタリア絵画のうちで，このジョル

ジオーネがもっとも強烈にイタリアの太陽を映し出しています。まるで南国の空の

一部分がほんとうにその中で生きているかのようです。

天気がとても好いからと申し上げて，すぐにパリヘ来て下さるよう説得したいも

のです。しかしそれはひどい嘘をつくことになります。この数日雪模様で，昨日は

すっかり凍えましに今日はまた太陽が照っています。しかし哀れなこの天体は長

患いから回復したところなのでしょう。とても生気がないので，こちらは鷲のよう

な眼で見つめても何ということはありません。

あなたがもう数日， ドイツの森の静寂の中で，平和な観照の生活を送られること

を願います。しかし―—もしお忘れでしたら一ーヴェルサイユの近郊にも美しい森

がいくつもあることをご注意しておきます。

さようなら， したしい友，心からあなたを愛します。

R. ロラン
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訳注

1) この発音をめぐって二人はその頃か らかい合っていた（卯注による ）ウ

2) マルシ ュアスは半人半獣サテュロス で笛が巧みであった。アボロと競い合い，

敗れた彼はアボロに生皮をはがれて死んだ。その血か らマルシ ュアス河が生ま

れたという 。

3) Giorgione (ca.1478-1510) ヴェネチア派の黄金時代を築いたと いわ

れるが，生涯も作品もなお未知のことが多い。

V ロランからマルヴィーダへ
パリにて

1890年7月26日，土曜日の朝

(----)ルーヴルを訪れない日は一日としてありません。私がつい一週間前

から「レンブラント愛好家」になったとはお考えにならないで下さい。これまでも

私はいつもそうでした！ オランダ旅行をした頃の私をご存知でしたら，私のいう. . 
ことをお疑いにはな らないでしょう。今でも「夜警」のことを考えますと，かすか

な喜びの戦慄をおぽえずにはおれません。それはワグナーの音楽のような印象でし

た。この光から流れ出る音楽的な力を想像なさることはできません。しかし今の私

がレンブラントの愛好家であり，かつ古代ギリシアの崇拝者であるというのは奇妙

なことです。私はギリシアの芸術に酔っています。私はギリシアに関する書物やそ

の彫刻の複製で囲まれています。プラトンを読み，アフロディテ［ヴィーナス］や， ォ

リュンピア神殿のメトーフ゜1)に見惚れています。ルーヴルではオルフェウスの浮彫

りに， ヴェルサイユの公園ではエレクトラとオレステース［群像］の平凡な模造に

また出会いました。私たち二人の愛しているシチリアのギリシア人哲学者たちを学

びます。机の上にはヴァチカン宮殿のケレス 2)像の図があり，それで読書や執筆の

最中に目を上げますと，すぐさま彼女の睛れやかな平安に疲れが癒されます。その

直接の結果といえば，私が自分の仕事（作品）を恥じることです。それはとても貧

弱に見えます。私はそれがこの偉大な女神にもっと相応わしくなるよう努力します。
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この崇莉な芸術にたいする喜びをあれほど長 く私から奪った偏見は， いまの私に

はもう不思議ではありません。ルーヴルやヴァチカンの偉大な美術館には何と多 く

のがらくたがあることでしょう。凡庸さはこの世の人生を支配するだけでは満足せ．．．． 
ず， さらに不死をも要求するのです。かなり の数の傑作がこの世には存在す るとい

うのが大方の意見ですc 反対に，傑作はごく僅かしか存在しない という のが私の意

見です。美術館にある作品の圧倒的多数が真の芸術にと ってもつ意義は，芸術翠に

とってもつ意義をはるかに下回ります。（これら二つの意義は同 じではありま せんJ

ことに彫刻の分野では，天才をもたぬ工匠が宮殿の陳列室を満たしています。ロー

マの美術の殆どすべては私にとって退屈です。そしてギリシアの美術でもすぺてが
テブダンス

気に入るわけではありません。退廃はまず私の肌に合いません。私が 「ラオーコオ

ン」の愛好者でないことはご存知です。盛期（黄金時代）の絶対的な大家でも気に

入らない例がたくさんあります。ミュロン， スコ パス，ボリュクレイトス 3)はそれ

ほど好きではありません。彼らについて僅かしか知られていないことは分かってい

ます。しかし人は自分の知っていることしか話しません。

(----)4)したしい友，私に「腹を立て」ないように一一少しでも腹を立て

ないようにと言われるのでしたら，それは無理な話です。この不正にたいしては私

は反抗します。時折「腹を立てる」ことを許して下さい。さもないと………， さも

ないと一—残念なことですが一—私はあなたに服従を拒まざるをえないでしょう。

私がどれほど古代の彫刻に沈潜しているといっても，私の魂はまだギリシアの大理

石にはなっておりません。そして決してなりはしないでしょう。いいえ， どうか私

が朗らかで悲しくあり，高揚して落胆するのを許して下さらねばなりません。夢中

になる時も軽蔑する時も，私のすべての感情はいつも一様に素朴なのです。これは

断言できます。しかし私のいうことを正しく理解していただきたいのです一ー自分

の考えていることを何もかも言わない場合があっても，それは相手にたいする信頼

の欠如でも，誠実の欠如でもありません。ただ，言うことはすべて真実でなければ

なりません。そしてこれは良き趣味と古代ギリシア芸術の掟でもあるのです。アガ

メムノンが娘イフィゲネイアを犠性にする光最を思い起こして下さい。彫刻家はア

ガメムノンに外套の裾でもってイフィゲネイアを覆わせています。予期される醜い
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苦痛を見せないためにです。もしそれが現われれば，節度のなさによっ て全体の厳

粛な偉大さは損われることでしょう 。

私が人をからかう裏には「不機嫌」が潜んでいる，とお考えになる理由 を知りた

いものです。冗談をいう時の私は，歯痛に苦しみながら，気むずかし く頻をゆがめ

て作り笑いをする哀れな人間のように見えるでしょうか。も しそれな ら不思議です。

ーしかし忘れていました，いつかの晩以来あなたは疑い深くなっていら っしゃる

のです。あなたは私の不意打ちが不安なのです。どうしたものでしょう， したしい

友？ ギリシア人の知恵は教えています， 「何事にも癌くなかれ！」5)と。それでは

私たちはギリシア人から芸術の掟も， 実際的な教訓も，どちらも学びましょう。さ

ようなら， したしい友。少しばかり冗談をいいましたが気を悪くなさらないで下さ

vヽ 。(---)

心からあなたを愛します。

R. ロラン

訳注

1) ドーリア式建築で円柱のなげしにみられる 4角の装飾壁画。．．． 
2) ギリシア神話ではデメテル。農耕をつかさどる大地母神。

3) Myron, 前 5世紀。 Skopas,前 4世紀。 Polykleitos,前5世紀。 いずれ

も古代ギリシア彫刻の巨匠。

4) 以下，マルヴィーダの未発表の手紙に関連（原注による）。

5) ヒ゜ュタゴラスはこれを哲学研究の究極目的としたと伝えられる。ラテン語の．． 
"Nil admirari "の一句でよく知られている。

（原注） 7月29日，マルヴィーダは長期滞在のため， ヴェルサイユの養女オ

ルガ・モノー＝ヘルツェンの家［ヴィラ・アミエル］に到着した。
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¥1 マルヴィーダからロランヘ
ヴェルサイユにて

1890年 7月31日，木曜日

いま庭園に坐っています。大気は暖かく，青空が広がっています。そして私たち

は，たった一時間半離れたところにいるのです。それなのに一ー鉛色の空と雨 とも

っと長い距離が私たちを隔てていた時よりも，も っと遠くへあなたが行ってしま っ

たように思えるのは何故でしょう？ 自分では説明できません。しかしそうなので．．．．． 
す。私は悲しくなります。しかし我慢しましょう一一これまでの人生でよくあっ

たように。あなたに再会できることを私はあれほど楽しみにしていました。しかし

あなたの方はさっさと立ち去ろうとするような印象を受けます。ギリシアの大理石

［の冷たさ］があなたに感染したというのでしょうか，それとも控え目なバリ人が

また顔を出すのでしょうか？ はじめの仮定のほうが私には有難いです。ギリシア

の大理石は人間の魂のもっとも美しい感動を人に伝えることができますから。しか

しバリ人のほうは！！！―-これまでずっと文通がつづいて，口で話すことのちょっ

とした代わりをしてくれました。これももうお仕舞いでしょうか？ そうでないこ

とを願います。それはあまりに残念です。といっても，あなたはもう殆ど消えてし

まったような気がします一まるで夢のように。これが私の運命です！

(----)あなたの花束はまだよく持っています。ご機嫌よう。どこにいらっ

しても，あなた自身であって下さい。そしてあなたに祝福がありますように。

M. M-

¥Il ロランからマルヴィーダへ
バリにて

1890年8月1日，金曜日の朝

したしい友，私がこれまでより遠ざかったように見えても，不思諮ではありませ

ん。 私のイデアリスム (idealisme)はそのような気持を十分理解できます。 それ

と共にすることさえあるかも知れません。しかしあなたがその理由を尋ねられるの
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は当然のことです。私たちのよ うな大変なイデアリ スト(idealiste)でない人びと

には，この気持はも っと分からないでしょ う。私は恐ろしいほ どイデアリス トです。. . . . . . 
そしてこのことについて私が人知れず考えていることを打ち明けるのは辛いです。

感情が高ぶっている時は別として，私は遠くにいる人びと を，すぐ 目の前にいる人

びとより身近に感じるのです。なぜといってこの人びとの外見は，私に とって彼ら

の本質を映し出すものではなく，むしろ彼らと私の間に広がるヴェールなのです。

ですからどうしても，手紙の中でよりも控え目になるのです。 書いている時には考

えていることだけが自分の前にあります。しかし話している時には，お互いを隔了

る人間的な垣根を感じます（夢中になったり興奮したりする場合は別ですが）。た

だ今後は， 「あなたの方はさっさと立ち去ろうとするような印象を受けます」とい

ったことは書かないで下さい。私はあなたの邪魔をすること，おそらくあなたを退

屈がらせることだけが心配だったのです。そして，たとえあなたが「けっして退屈

なことなどない」と言われても，手ムはそれを確信するわけにゆきません。なぜなら，

自分にとってさえ退屈なことが度々あって， どうしても他人の重荷になってしまう

からです。

この数日は憂うつでした。もしかするとその名残りが少々あるのかも知れません

（この手紙にもしかして誇張があっても，それを穏やかに判断していただくために

申し上げておきます）。最初気分がよくありませんでした。喉が痛かったのです。

それからご承知のとおりの精神的な不快がやって来ました。一狙喪？ メランコ

リー？ 時折私たちの心の憂いと悩みの海から霧のように湧いてくる虚脱感。これ

と戦うことはできません。成行にまかせるより他ありません。立ち昇る霧がしばら

く空中に漂って，それからまた降りるように，時折悲哀が私たちを襲っては，また

去ってゆきます。

私自身の憂うつは他の人びとへの気遣い，こまごました厄介な用事でさらに募り

ました。シュアレスは「フィガロ」紙に渡すようにという依頼と共に，原稿を一つ

送って来ました。読んでもよいという許可がありませんでしたので，予めそれに目

を通す こ と なく私はそのとおり計いました。しかし私は感じました一—私の友人と

しては，それが自分の良心を満足させるための最後の試みであること，つまり成功
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しなかった場合，自分は人生を生き抜くためにあ らゆることをやったが，人生のほ

うは彼を無視した， と将来自分にいえるための最後の試みであることを。ところで

最初から，この試みに見込みのないことを殆ど確信していますので，私は彼のため

に，そして自分のために苦しみました。――—それから，私のほうではあまり好感を

もっていないのに，先方は私を愛していると主張するいろいろの友人に会わねばな

りませんでした。こうして無理をすることがとても辛いです。彼 らと縁を切る切気

がほしいのですが，彼らを苦しませるのが心配です（彼らは全然苫しまないかも知

れませんが）。

それから，現代芸術と現代生活にとくに強い憎悪をおぽえる日々があります。そ

うなると何か小説を一つめくり，何か新間を一つのぞき，何かことはを一つつかま

えただけで十分です。 (----) 

したしい友，この現代生活はことごとく私の怒りをかき立て，嫌悪をいだかせま

す。どこか山の上に，ひじょうに美しい空の下に，小さな修道院を探して下さい。

数は少なくても見事なギリシアの立像と，バッハ，ベートーヴェンの作品（私のほ

しい理想的なモーツァルトは現存しません）と，それになお若干のものがあれば，. . . . 
私はさっそく修道士になります。私には，部屋の扉を固く閉し，外界から自分を遮

断したシュアレスの気持がわかります（彼はともかく現代芸術を愛していたのです，

私はこれを憎みますが）。外出する気が起こらないために，私は一一昔のギリシア

人がしたように一ー髪を半分だけ剃ろうと思います。勿論あなたのところへは喜ん

で出かけます。しかし気持にあるほど頻繁にはお伺いしなくても，それを友情の欠

如だとお取りになっては困ります。私が当地ではやや不自由の身であることをお考

え下さい。一ーあなたは私を冷淡だとか，倣慢だとかいって非難なさることが時々

あります。しかし私は昔も今もそんなに傲慢なところはありません。そうでなけれ

ば，あなたにいつも自分の弱点や挫折感を打ち明けたり一ーいや，打ち明けなくて

も仄めかしたりはしません。むしろ注惹ぶかく自分の中にしまっておくでしょう 。

あなたがこの私を友人になさったのは間違いでした。ご覧のとおり私はいつも心配

をかける友人ですから。

これにけははっきり申しあげられますが，こうして古いているうちに，何とか上
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機嫌がもどって来ました。ですから，この手紙を終わりまでお読みになったら，始

めの部分はもうお考えにならないで下さい。

私が「もう殆ど消えてしまった一ーまるで夢のように」というのは何のことです

か？ もし~? であればよいのですが！

(----)母があなたとモノー夫人によろしく申しております。

どうかまた近いうちに！

あなたを敬愛する

R. ロラン

¥lll マルヴィーダからロランヘ
ヴェルサイユにて

1890年8月2日，土曜日のタ

したしい友，木曜日の私の手紙はあなたをいくぶん傷つけたようです。どうか許

して下さい。私もあなたと同じでした。私も憂うつに襲われ，現代生活にたいする

反感をおぼえました。そしてそのためすべてが暗い光に照らされて見えました。（一

---) 

あなたを友人にしたことを決して悔やみはしません。なぜといって，私はあなた

に最も純粋な喜びの時を負うているのですから。そしてあなたが私にかけた心配は，

あなたの友情が私にもたらした多くの素晴らしいものに比べれば取るに足りません。

タベには最後のバラ色の雲の群れを楽しみましょう一＿やがて私たちの視界から消

えて行くことは分かっていますが。夜になる前にいま一度，私たちに恵まれた理想

的な印象を感謝をもって味わいましょう。(---)

ご機嫌よう， したしい友！ あなたには少なくともルーヴルがあります！
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IX ロランからマルヴィーダへ
パリにて

1890年8月7日，木曜日

したしい友，先週あなた をあれほど憂う つな気分にしに北方に， んたたび心身と

もに慣れられたことと息い主十n 私はとし‘えば，私(/)晴f.nr;I-(!>I-・. かり「かりは規則

正しくなり ましたので，それを以前ほど強 くは感じません,,fo~L I起柘する私にit

希望が涌き，そして晩には落胆がこれに代わります。しかし1和朝，希望かあらたに

目覚めますので，私は嘆くことはできません。

数時間でモーバッサンの小説『われらの心』］）を読みました。この表題はま さにこ

の連中にびったりです。彼らの心の中はこのとおりなのです。そしてこの新しい,If-. . . 
物は，愛の無尽蔵の領城の周辺を回るだけの他の多 くの内物と並ぷ(/)です。. . . . . 
「溢れんばかりの情熱が近づくのを予感していたマリオルは，それが二人の間に

起こりそうにないのをみると，最初は荒き，なんとなく興奮した。しかしどちらか

といえば官能的な愛を事とした彼は，愛撫によって彼女につながれた。」

この告白 は誰にでも理解されるでしょう。――—モーバッ サンは私が彼を知って以

来ずっと，愛につきまとうことで生命と才能を磨り潰しています。愛のほうは一一

播まらないで一ー彼の唇から逃げます。ちょうどタンタロスの唇から水が逃げるよ

うに一一
゜

ああ，この連中は心ゆくまで，そしてそれに興じられる限り，自分の品位を落と

せると思っているのです。彼らは獣性をあからさまに示しても許されると思ってい

るのです。彼らのいう「男」（たとえばこの小説で，まあ何回出てくるでしょう）

です。そして次に気が向くと，健全な人間，高貴な人間を見出そうとします―—情

熱の豊かさの中に，また，純粋の肉体に宿る，誇らしく明るい魂の力強い生気の中

に。しかし自然はそんなことを許しません。

プドウ酒は最初に詰められた樽の匂いがどうしても抜けません。そのように魂も

また，堕落した青年時代の印しを生涯の終わりまで帯びるのです。

この「世紀末」 (finde siecle)が健全な精神の持主に，そして時には堕落した

精神の持主にさえも懐かせる反感一一意気祖喪した者たちに混じった最も力強い者
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にさえみせるペシミズムー—彼らが圭濯~. 信仰，愛においてなすところの無力の告

白，これら退廃主義者の熱にうかされたような，絶望的な努力（彼らは努力も空し

く，情熱と美と生命を求めながら混乱に陥り，結局，奇形を思い付いては生むか，

それとも自分もまた一般の無に呑まれます）一。この「世紀末」のすべての苦し

み，すべての醜さは理の当然の当然というより他ありません。禍いなるかな力なき

者，禍いなるかな弱き者！

さきの小説にもどりますが，文章と構成についての技巧，心理分析，単純性一一
9レント

要するに才能には感心させられます。こういったものを彼らは皆も っています。そ

れ以外に彼らが何を要求するというのです.. しかし私にとっては，これは芸術とい

う際限のない砂漠で一粒の砂がふえただけのことです。見出されるのは，ただ芸術，

芸術，そしてまた芸術です？私はいつも自問します， 「どうして作者［モーバッサ

ン］はこの作品を書いたのだろう，またあの作品を書いて他の作品は書かなかった

のだろう？」と。たしかにこの作品には多くの真実がひそんでいます。そしてそれ

なりに可成り の出来映えです。しかしこの程度の真実性なら他の多くの作品も達成

します。これでは私たちは感動しません。彼はこの小説をうまく 書いたのですから，

もし千年の寿命があれば， もう千だけ他の小説をうまく書くかも知れません。しか

し結局，後味はどれもこれもこの小説と同じように気の抜けたものでしょう。私は

この小説を傍へおいて二度とは手にしません。

人間のほうも芸術と同じです。そこには，おびただしい群集がいます。彼らは生

きているように見えながら，無常の妖怪の果しない群のように流れ去ります。彼ら

の存在はといえば，稀有の人間―ー真に人間であり，自分の生命を自分で創造した

人間一の反映にすぎません。

『ファウスト』の第Il部でターレスがいいます， 「時代のなかにあって，有為な

人物になるのも結講なことだ。」 これにたいしフ゜ロテウスは答えます，

つまり君のような男にだな。

それならまだしばらくはもつ。

なにしろ苔い顔をしてたちまち消える幽霊ばかりいるなかに，

-47-



君とはもう何百年このかた顔を合わせているのだからな。
3) 

しかしこれらの幻影の群れで一人増えようが一人減ろうか，それがとうしたと い

うのです。そしてその群れの描き方がうまかろうと，まずかろうと何の意味がある

でしょう。反映は何といっても反映にすぎません。

したしい友，お許し下さい。いま，長い長い独り言をいったのに気付きました。

私は怒っていたのでしょう。モーパッサンのせいにして下さい。

祖父は今日ニヴェルネ［中部フランス］に出かけます。父のほうはスイス旅行を

諦めると思います。間際になってその気がなくなりました。いずれにせよ他の者は

当地にとどまります。ではまたすぐお会いできますように。したしい友，心からあ

なたを愛します。

R. ロラン

そしてあなたにも落胆の時があるのですね。一緒に過ごし，分かち合うことでそ. . . . . 
れを柔らげることができたら．．．．．．．．．

訳注

1) " Notre c re ure " (18 9 O) 

2) ここにいう「芸術」 (art)がむしろ「技巧」を意味することは勿論である。

つまり「自然」の反対概念をなす。

3) 8333行以下。手塚富雄訳を借用。

X マルヴィーダからロランヘ
ヴェルサイユにて

1890年 8月8日，金曜日

したしい友，お手紙に感謝します。この手紙であなたはこれまで以上に大切なも

のになりました。私がほしかったのは，あなたの二言， 二言だけでした。ところが
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あなたの怒りと， この怒りがあなたに言わせたものは，私たちの人生で意味をもっ，

あの神聖な喜びの一つを与えてくれました。どうか，あなたがそんなにも愛する山

々の魂のように，いつまでも果敢で，誇り裔く，清浄であって下さい！ あなたの

言うとおりですー一創造的な人間だけが問題なのです。幻影は現象世界のさまざま

な形をとって消失するがよいのです。これまで一度も魂をもったことのないものは，

いわゆる「リアリストたち」の多種多様な眩惑にも拘らず，ほんとうに生きたこと

はないのです。私はこのことを先日，エムスに向かう途中，ライン河沿いの汽車の

中で一つの序ず＼‘詩で叙べてみました。最終行がまだ出来ていません。そうでなけ

ればお渡しして，もっとよい詩にしていただいたことでしょう。しかしお手紙がす

でにそのような詩になっています。 『われらの心』についての評価は私も同じです。

私はミュンヘンで読みましたが，結末もまた芸術的でないと思います。ただただい

1) 
やらしいです。昨日モノーがブルジェ の最近の小説を貸してくれました。数ペー. . . . 
ジ読んだだけですが，これもまた同類であることが分かります。これらの「男たち」

は女性を知っていると思い込んでいます。それというのも，現代的という偽りの魅

カで塗られても娼婦にすぎない女をいろいろ見たからでしょう。これらの「男たち」

がこれらの女をいくら後光で包んでも仕方がありません。そして彼らは大胆にも，

これらの例を女性の典型として示すのです。私はこれらの「心」について記事を書．．．． 
くつもりです。ブルジェの書物も『或る女の心』2)となっているからです。 私はこ

れらの心を心からいとわしく思います！. . . 
(----) 

ご機嫌よう！ ではまた近いうちに， したしい友！

M. マイゼンブーク

訳注

1) Paul Bourget (1852-1935) この「往復書簡」で何度か問題にされる。

2) "Un cceur de femme" (1890) 
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}J ロランからマルヴィーダへ

バリにて

1890年8月10日， fl曜H

（）レ‘゜
I) 

---- -✓ ハッハ 0)描いた肖像画 にずっとつきまとわれました。この

人物に描かれるのは，私なら不安になります。魂の奥底まで深く見通す視線には恐

怖をおぼえます。だからといって私が心の奥深くに何か悪いことを応しているとは

お考えにならないで下さい。それは違います。しかし一—私は自分の内面を人に見

せたくはないのです。あなたにはお分かりです。あなたはこのことで私を非難なさ

いましたー—いつだったか（もうどれ位になるでしょう！）一ーしかし今はこ(/) よ

うな非難をなさる理由はあなたにはありません。何と多くのことをすでにご存知で

しょう！ それで私が自分の家（自分の魂）を他人の好奇心にたいして閉めても，

あなたは鍵をお持ちですから， きっと許して下さることでしょう 。

音楽的小説，音楽的詩作品という芸術形式として私がどんなものを考えているか. . . . . . 
お話したことがあるでしょうか？ 通常の小説（小説でな＜劇でも）の素材は本質

的には事件からなっています。つまり一つの「行為」 (action)からなるか（フラ

ンスの詩作品では古典悲劇から現代小説にいたるまでそうです），人生を形づくる

若干の行為の論理的連鎖からなるか，それとも，絡み合ういくつかの運命からなり

ます（たとえばトルストイの偉大な小説におけるように。一彼の初期の叙述形式

のことです）。音楽的小説の素材は感情 (sentiment)でなければなりません。そ

れも，可能なかぎりの力に支えられて，普遍的に人間的な姿で発謡する感情です。. . . . 
音楽的小説は，今日いわれるような「心理分析」になってはなりません（これは批

評と哲学の仕事であるべきです）。そうではなく，感情をあれこれの現象に託して

絶えず新たに生き返らせるのです。その現象というのは，この感情の担い手である．．． 
ためにのみ存在する人物一—つまりこの感情を体現し，それを生きて，それに勝つ

か敗れるか，そのいずれかのためにのみ存在する人物です。在楽的小説のすべての

部分は，この遍在する強力な感情から生まれなければなりません。

交響曲が一つの感情を表現する若干の音ーに基づいて構成され， この感情が曲の経

過のうちにあらゆる方向に発展し，成長し，勝利し一一或は敗北するように， 名楽
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的小説もまた， この小説の魂と本質を規定するところの，一つの感情の自由な開花

でなければなりません。 ［ミケランジェロの］ 「モーゼ」やベートーヴェンのいく

つかのアダージョ楽章のうちに姿をあらわした感情は，芸術の広大な世界では， ま

た別の形をとることも可能です。ただ［芸術家の］能力の問題です。小説家の役割

は，疑いもなく，感情という詩的な織物がもっとも見事に展開するための生きた撚

り糸をさがすことです。彼はまず何よりもこの感情を底の底まで感じなければなら

ないでしょう c つまり詩人でなければならないでしょう。現実世界では感情が完全

に自分を発展させるだけの十分な力と時間をもつことは稀です。感情は刻々， 日常

生活によって制御されるか圧迫されるかします。したがって現実生活の外面を観察

するだけでは，いや内面を観察しても，まだまだ十分ではありません。あるべきも
. . . . . 

の，そして「現実」以上にはるかに現実であるものを自分だけの力で見て，体験で

きるためには，人は詩人の魂をもたねばなりません。一ー以上が音楽的小説につい

ての私の考えです。本質的に詩的であること一—ここに音楽的小説の魅力と，そし
オ—ド

て危険があります。愛に奉仕する小説は対話体の頌歌になりうるでしょう。 ~ に
たいする］軽蔑の感情に支配されている小説はディトュランボス 2)へ転化します。

そこでは叙情的な要素がやがてすべてを満たし，すべてを包むのです。しかし南国
ボエジ—

のおだやかな青空と神々しい光のように，詩は理想的な生一一ことばの最も真実の

意味での生を取りまいて，それを活動させる唯一の雰囲気です。

以上お話したことからお分かりでしょうが，私は一ー自分でできる限り一＿この

理論をずっと応用しています。それがいつからのことか正確には覚えていませんが

ー。（昨日，今日のことではありません。このような理論を考えるよりずっと以

前のことであるのは確かです。） しかし私はいつも「不安で」，熱が（肉体的にで

はなく精神的に）あります。私の目の前にある平静なケレスの威厳にみちた視線に

も拘らず，晴れやかな平安は私から逃げてゆきます。（夢想していない限り）私は

何かの感情に苦しめられます。私を支配する感情が私の描こうとする感情と一致す

れば，それは奇跡です。そうでない場合は，待って腹立ちを押えるより他ありませ

ん。私はよくそうします。

(----) あなたのエドワール君3)が成功しますように。ほんとうに気の毒

--51-



です。私は試験を憎みます―—殆どいつも首尾よく バス しましたが 。 し かし私ば病

気になりました。そして私より有能な者が落第したのに私は合格したことを恥じま

した。しかし世間では内的な価値を外的に証明するものが要るのです。その持ち合

わせがあるなら世間に見せてやりましょう。もしないなら一—世間はわれわれなし

で済まさねばなりません。

ではまた近いうちに，したしい友。心からあなたを愛します。

R. ロラン

訳注

1) ヴィラ・アミエルには， 80年代にレーンバッハがローマで描いたマルヴィー

ダのパステル肖像画がかかっている。 「この小柄な老婦人には賢者の偉大な魂

が宿っている。これを私は描かねばならない！」レーンバッハは当時こういっ．． 
た。そして特別の愛情をもってこの肖像画を制作した。（原注。）

2)元来，酒神ディオニュソス（バッカス）に捧げられた熱狂的な頌歌。

3) オルガ・モノー＝ヘルツェンの長男。

X11 マルヴィーダからロランヘ

ヴェルサイユにて

1890年8月12日，火曜日

(----)「あなたの家」の鍵を渡して下さったことにたいし，昨日，お礼を

いうのを忘れました。私にとっては神聖な宝です。敬虔な心で大切に保管しておき

ましょう。

あなたの友

M. マイゼンブーク

（南大路振一訳）
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Iユニテの広場 I

逍追を経て 寺尾文成

血生胆い小説だろう，という浅はかな予想は，完全に打ち砕かれていた。戦争と

いう特異な状況。その最中にあって，無残にも押しつぶされてしまう主人公達の悲

劇的な姿を，真実， 美しいと思ったことは今でも記憶している。確か，高校に入学

した年のことであったから，もう十年余りも前のことである。

当時の私は，勉学などそっちのけで，手当たり次第に小説を乱読する文学少年（？）

であった。 『ヒ゜エールとリュース』に出会ったのは全くの偶然であったとしか言い

ようがない。ただ，第一次大戦を背景にして描かれた作品である， という予備知識

のみをもって，次々と読破していた他の小説と同様に特別強い関心を抱くこともな

く，一気に読了したのである。

それから数年， ロマン・ロランという美しい名の響きを覚えてはいても，ついぞ

他の著作をひもとくことはなかった。本物と見定め確かな一歩を踏み出すためには，

あの乱読時代が， さらには，ほとんど書物に目を向けることの無かったその後の数

年間が，不可欠であったのかも知れない。今にして思えば，求めるものが何である

かも判然とせぬまま，半ば真剣に，半ば白けた気分で活字を追っていた時期に，一

冊の書物によって蒔かれた種は，密かに私の内で発芽の準備を進めていたのだと思

う。

週に 2冊， 3冊と流れ作業の様に読破した書物の大半は，時を経るにつれて片っ

端から忘却の彼方に押しやられて行ったが，不思議に『ヒ゜エールとリュース』だけ

は， その幾つかの印象的な情景の故か，脳襄から消え去ることはなかった。ほとん

ど再読の習慣を持ち合わせていなかった私が，後年，折に触れ再読，再々読するこ

とになったのも，単に短く読み易いというだけの理由からではなく，そこに何かし
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ら心引かれるものがあったからに他ならない。

ほのかに私を魅了し，かすかにではあったにせよ，確かな痕跡を残し たもの。それ

は，ひとつひとつの場面に織り成された，余りにも純粋で一途な，し人公ふたりの

「心」そのものであった。 「生」に対する彼らの諌虚で敬虔な態度は，当時の私に

最も欠けていたものであったn 作品に感ずる魅力がロ ランヘの関心に まで及ぶには，

さらに数年の年月を要したが，人間性の最も醜悪な所庄である戦争と対極的に描か

れた，主人公達の純真でけなげな姿は， 読み返す度毎に，否が応でも自らの生き様

との対比を私に課し，反省を促し続けたのである n

極度に読曹枇が減少した昨今ではあるが，私がロランを読む姿勢は，詳し く学ぶ

というよりはむしろ，自らを顧みるための読甚であったような気がするし，今後も

そうある様に努めたいと思う。そして，一日一日，一瞬一瞬を，精一杯生きてゆけ

たら……などと，殊勝にも思うのである。そのためにも， ロランが生涯をかけて残

してくれた迎産は，たとえ少しずつであろうとも着実に読み続けて行かねばならな

い。目まぐるしく過ぎゆく日々にあっても，貴重な読害を継続することによって，

自己を見失うことがない様にしたい。絶えず自らに反問し続けることで，真に「生」

を生きてゆきたい，との願い故でもある。

社会的大事件のみならず，何げない身辺のささいな出来事にも，久遠の彼方を見

透かす眼を有したロランは，その眼で，一瞬の閃きの内に永遠を見据えていたがた

めに，心の中で清朗な微笑を浮かべることが出来た。繁雑な日常にあって，熱心と

まではいかないまでも，せめて，そうしたロランの誠実な読者のひとりに成り得た

ら・・・・..。この十年を振り返り，そんな願いが沸き起こる今日この頃である。

今日，ロランと共に 織田和夫

情報過多の時代と言われながらも， この頃，私たちの多くは， 目先きの欲望に捉

われた見方しか出来なくなってしまったようだ0≪:せこい>と言う言葉が流行して
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いても，モラルとしてみた，批判的な色あいは薄らいでしまい，ほとんと~ <(それは，

私の気に入らない>という程度である。誰もがせこくなって，このまま，私利私欲

の追求が，時代の大きな風潮として，認められて行くのだろうか，，（見せかけの繁

栄と安定の社会の真上には， すでに核戦争の暗雲が立ち込めているのに・・・・・・。）

けれども今日も， ロマン・ロランは，その読者に，遠くから殆ど恐ろしい よう

な言葉を投げかけてくる 0~凡庸な人間が善良でも誠実でもなかったら，何の取り

柄があろうか?:≫(『ゲーテとベートーヴェン』）と。初めてこの言葉に出合った時，

私は自分に向って言われた言葉のように思い，はっ， としたのであった。そうだ！

善良であることも，誠実であることも，本当は大へん難しいことである。だが，よ

く考えてみると， この二つの事だけでも，生活の目標として，努力出来ないようで

あれば，私は，後に何が残るのだろうか。

毎日， この地球の上では，様々な新しい問題が起っている。一見した時には，歴

史とはずいぶん違って見えた出来事も，同じ人間の本性が作り出したこと，なんと

共通していることだろう 0~ よく似た問題について，たしかロランも語っていた筈

だ。どの著作の中でだっただろうか?:≫ と。こうして，その時， ロランが考え，答

えたことと，今日の問題とが二重映しとなる0~ ロランと私:≫ ~ 私のロラン:≫'ま，

今日，限りなく重いテーマだ。三十年前に初めて『シャン・クリストフ』で近づい

たロラン。その<ロランと私との必然性>ガ平』ゎれ,~私のなかの’ほんものの口

ラン>が，今，試されようとしているように思えてならない。（いや，私だけでは

あるまい。かつて， ロランを読み耽った人， また， ロランを説き，語ってきた人，

あるいは， ロランの名に関わってきた多くの人においても……...。)

米

この日本のほか，地球上の到る所で，異常気象が起って，そのニュースが毎年の

ように報道されるようになった。

すでに化石燃料の使用による，大気汚染と酸性の雨は，日本でも体験ずみだ。外

国では，大寒波・熱波・豪雨そうして旱ばつによって穀倉地帯の一部が砂漠化した，

との報告もあった。また，熱帯雨林が伐採されて（日本は世界の木材の輸入量の40
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％を占め，木材消費第 1位だといわれる。），その後が，焼き畑農地となって森林が

減少し，地球上で発生した炭酸ガスが吸収されないで蓄積されて行くと言われる。

その結果，地球は、森林という気温の緩衝装置を失って，炭酸ガスの杓理作用りた

めに，温室のようになるのだと 。生態系への影響も心配されている n

こ の まま， エネ,~ ギー消代の増大と森林の減少が進めば，近い将来，地球全体の

温度は数度上昇し，≪五十年後くらいには，南極の氷が溶けて海面が数メートル lご

昇，世界中の陸地が相当水没する≫ という衝撃的な，学者の指摘さえある。

人類の未来のために，いや，子供たちのためにも≪武器を捨てて緑の地球を守ろ

;) ! >と心から思う。

一方， この私たちの社会の中では，多くの親が真剣に考えた末，自己（の所有物？

社会の中の人問？） の子供の≪教育投演≫に，僅かに残された夢を託するようにな

った。そうして，この地球の上では，同じ時に，≪飢えのために，二秒に子供一人≫

あるいは≪毎日，四万人が声もなく死んでゆく≫ とも言われている。 （使われずに

すぐに古くなって捨てられて行く｛意円単位の兵器！ 採箕上の理由だけで廃棄され

る過剰農産物！）

そこで，残された道は， ロランもかねてから説いているように，国家という垣根

を無くして行くことの努力以外には無いのではないだろうか。現実には， しかしこ

こでも，化けものたち（選び出したのは誰か？）が，檸猛に≪軍備≫と≪国家≫と
ドジ年ンダ

を合体させて行きつつある。

まさに，それらと対峙しうる真の平和のための運動は何か。地球の緑と飢餓を救う

運動はどれか。私の許へも，応分の負担と協力を促す≪時≫がやってきたようだ。

米

ところで， 『ユニテ』と共に五年以上が過ぎた。はからずも，先輩の相浦綾子様

を補佐しつつ，編媒に携わるようになって，その間，遅ればせながらも，十余ttltを

出した。もともと私は， ロランの一説者にすぎず，このような仕事において，ずぶ

の素人であった。相浦様に森かれ，その蓄積された知識と1は越した実行力とから数

多くのものを学びながら，今日に至ったのであった。今，かえりみて， もくろみと
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挫折が交錯する思い出の中で，忘れられないのは，なによりも幾人かの寄稿者との

出会いである。 『ユニテ』への執筑依頼の交渉に呼応される時のその姿勢から，あ

るいは，時に，ふと洩らされた言薬の端々から≪真にロラン的な精神≫の光を見出

し，私は，この仕事の意義と継続するために必要な励ましとを得たのであった。そ

のような精神こそは，貴重な文章となって， 『ユニテ』と共に，これからも永く生

き続けて行くことと信じる。それ故に， 『ユニテ』の読者のみなさまが，時には『ユ

ニテ』のバックナンバーヘ戻って，そこで ， «~ 日の笙命をまこと生くる光・・・…魂
羞雀．…巌の底に世界をやく一つの焔.....)>(宮本正清著 『生命の歌』）をも汲み

上げて下さることを，心からこい願うものである。

友の会だより

ロマン・ロラン研究所のセミナーを兼ねた友の会例会は，現在までに通算 271回

をかぞえています。その活動状況は下記のとおりです。

1981年 11月28日（土）

269回例会

第94回 ロマン・ロランセミナー

テーマ：ソフィーアヘの手紙 その 7(1914-1918) 

発表者：大橋哲夫

出席者 10名

第一次世界大戦の勃発から終戦までの期間で，全ヨーロッバ相手の

ロランの戦いがくりひろげられたのであるが， ソフィーアヘの手紙で

あることを考慮して，なまの激しい表現は控えられている。

1916年には 1915年度分としてのノーベル文学賞を受けたこと，苫

斉の人であったロランが， 自らの信条(/)ために行動せざるをえなくな
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ったこと，歴史家としてのロラ ンのさめた目が情熟的な無閣心という. . . . . . . 
精神の利さを保たせていたこと，等々，例によ って十分に準備され練

り上げられた好発表であった。

1982年1月:・rnA (土）

270回例会

第95回 ロマン・ロ ランセミナー

テーマ：ソフィーアヘの手紙 その 8 (1919~1Y28) 

発表者森沿夫

出席者 11名

いつも只摯でもの静かな森さんにふさわ しい発表であった。

ロランの母の死，著作における創造のよろこびと慈欲， ソフィーアへ

の愛， と三つの項目を立てて， ロランの手紙<l)中にしばしば出てくる

”いとしい母上,,"可哀そうな母上”といつもロランの気がかりであ

ったアントワネット・マリが 1919年5月19日に亡くなったこと，ガ

ンジー， タゴールの不服従の運動への共感， ソフィーアヘの愛，につ

いて話された。

1923年， 日本では関東大後災がおこり， 米騒動があり，騒然とし

た時期であったが，大戦後のヨーロッパでロランは各国の知識人に，

＂精神の独立 宜言 ”を送り署名を呼びかけていたのである。 50オ代か

ら60オ代にかけて多くの著作をし，創造することで自ら生きる喜びを

創り出していったロランの面目趾如たる時期にあたる。

2月の例会は都合により休会

1982年3月27日（土）

271回例会

第96回 ロマン・ロランセミナー
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テーマ：ソフィーアヘの手紙 その 9 (1929~1932) 

発表者大橋哲夫

出席者 12名

この一年間セミナーで読みつづけてきた 400通に及ぶロランの手紙

から学びとったものは大きい。今回は総まとめをかねて再び大橋さん

が発表して下さった。

瞑想的・神秘的なものに惹かれていた筈のロランが， タゴールによ

りもガンジーの行動力へと引きつけられていったのは，こうした時代

に生きたロランの宿命であったろう。

歴史上の人物，指導者たちもみんな自分で動いているようで，結局

は大きな力で動かされているのだ， と1930年頃からはっきりそうい

う認識に立つようになったロランであるが，自ら書いているように，

”私は人類の末来のために戦いつづけますが，人類はけっきょく，希

望よりも憐慾の念を私に与えます。それは自然の非論理性です；＇とい

う境地に達していたのである。

”人はかつての自分のままでとどまることはできません。しかし人

が偉大な別人になることはひじょうに美しいことです。~I 大橋さんはこ

の言葉に大層感銘を受けたと結ばれたが，いかにも昨日よりは今日，

今日よりは明日と進歩向上をめざして努力される方にふさわしいと思

゜
入っ

巻を閉じるのが惜しいようなロランのソフィーアヘのまごころ溢れ

る手紙集であった。
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あとがき

いろいろな事情で大層遅れておりました15号をやっとお届けできることになり，

肩の荷をおろす気がいたしております。

今回はじめてご寄稿いただきました日高六郎先生は，織田さんから『ユニテ』 の

ために原稿を， とお願いしたところ快くお引受けくださいました。けれどもその後，

オーストラリアの大学から招聘されて渡航されることになり，諸種の事情でそれが

延びて大変なご繁忙のさなかでしたのに，前からの約束だからということで貴重な

時間をお割き下さいました。日本の進歩的知識人として多方面にご活躍の日裔先生

が，青春の日々， ロランに思いを寄せられたことを知るのは大きなよろこびです。

私たち戦中派はもとより，若い読者にとっても，得難い先人の心の軌跡として勇気

と励ましを得られることでしょう。日高先生の『ユニテ』へのご好意に心からの感

謝を捧げます。

山口三夫先生からは，編集部の原稿集めの苦労をまたまたお助けいただきました。

ロマン・ロランを師と仰ぎ， ロラン的実践をご自分の課題としておられる山口先

生から， 『ユニチ』を通して本当に多くのことを学ばせていただきました。ここに

改めて御礼を申しあげます。

相浦には，中国文学専攻の立場から，中国におけるロマン・ロランについてこれ

まで何度か翻訳の労をとってもらいました。今回は昨秋の訪中でお目にかかった現

代中国の指導的知識人の一人である王元化先生の， 『ジャン・クリストフ』に

ついての論文二篇を訳出してくれました。中国においてもあの日中戦争の不幸な日

に々， こうしてロマン・ロランによって魂を鼓舞されていた若い人たちがいたこと

を知って，大きな感動をおぽえます。

南大路振ー先生は，どんなにお忙しい時期でも『ユニテ』に全面的にご協力くだ

さいました。ロラン＝マルヴィーダ往復書簡は，『ユニテ』が装いも新しく 1973年

に再刊されて以来の，文字通り『ユニテ』と共に読みつがれてきた貴い書簡集です。

このご協力がなければ，到底今日まで『ユニテ』の発刊を続けてこられなかったの
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ではないかと，顧みて唯々感謝申しあげております。

『ユニテ』 14号の<訳者ぁとがき>に南大路先生が述ぺられfらのこり n通が
これで完訳されたことになり， 『ユニテ』 3号の 1890年8月17日付マルヴ ィーダ

害簡につなげることができました。この往復囲簡は他にはまだ邦訳のない費重な資

料であり，通読を希望される読者の望みも叶えられ，ほんとうにうれし く思ってお

ります。モーバッサンやプルジェ についてロランがマルヴィーダに手巌しく内いて

おりますが，思いがけないことに王元化先生の論文にも同じ個所が引用されていて，

偶然の一致に勲かされました。まさにロランのいう， 「私は何がヨーロッ パで，何

がアジアなのかを知りません。私はただ世界には二つの種族があることを知ってい

るだけです。一つは向上する魂の種族であり，他方は堕落する魂の種族です。」（ジ

ャン・クリストフから彼の中国の兄弟たちへ， 1925,ロマン・ロラン）なのであろ

うと思いを新たにいたしました。

くユニテの広場＞の寺尾文成さんは京都外大大学院に籍を置いて，まじめにロラ

ンと取り組んでおられる方で！ ロランとの出会いが飾り気なく害かれています。織

田和夫さんは綱集部を今日まで引っぱってこられ，企画も渉外も精力的にこな

して下さいました。一介の主婦にすぎない私は，実社会で活羅される織田さんの

ような実業家が，大変よく読書し勉強し思索されるお姿から実に多くのことを教え

られました。今回は特に一会員としてく広場＞にご登場いただきました。

5年前に編集の任に当るようになってから，世の中は大いに変化しましたし， ロ

マン・ロラン研究所も大きく変りました。しかし，周囲の事情はどう変ろうとも，

『ユニテ』が目指した理念は決して変らないでしょうし， 『戦いを超えて』の

ロランの平和への希求は，現在の世界においてより痛切に渇望されていると思

います。

1949年6月「日本・ロマン・ロランの友の会」が設立されたとき，その趣意書に

は， この会を”善意的個性を交響曲的に調和させる「生きたユニテ」の場であらし

めたい”と書かれておりました。片山敏彦先生，宮本正清先生が理想に燃えておつ

くりになった「生きたユニテの場」が，いつまでもつづいていきますようにと切に

念願いたしております。 編集部 相浦綾子
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投稿歓迎

〇 ロマン・ロラン友の会の会員であれば，誰でも自由に投稿でき ます。現在のと

ころ枚数の制限はしておりませんので，何枚書いて下さ っても結構です。ただし，

掲載の都合で何回かに分けたり，適当に削ったりすることがありますので， ご承

知ください。 . . 
〇 原稿は必らず， 400字詰，または 200字詰の原稿用紙に横苫きにして， ロマン

・ロラン研究所あてにお送り下さい。

〇 締切日は特にもうけてはおりません。年2回発行を原則としておりますので，

随時お送り下さい。

〇 原稿を掲載した方には，原稿料に代えて，当該「ユニテ」を 5部贈呈いたしま

す。

「ユニテ」 編集部

ユニテ第3期第15号

発行日 1982年 3月31日

発行所 財団法人ロマン・ロラン研究所

京都市左京区銀閣寺前町32

TEL (075) 771-3281 

印刷所 昭和堂印刷所

京都市左京区百万辺交差点
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出 会 し、

清水 茂

幼年時代をフラ ンス中部の風光明妍1なニヴェルネ地方の自然に育まれたロマン・ロラン

がバリのア スファルトの上に移梢されたとき，彼の存在の根はも うすこしで枯死するとこ

ろであった。そんなと き，｛皮をこのtit界にかろうじて繋ぎとめていたのは音楽から来る慰

めの力であったが、 当時科等中学の学生だったロマ ン・ロ ランは，ある日，スピノザの『エ

チカ』を読み、そこから逍り出る火花に激しい衝撃を受けた。彼は自分の存在を肯定する

確信をそこから得たのであったし、この休験は生涯にわたって大きな影饗をのこすことにな

るのであるが，この点について、のちに彼は精神的自伝『内面の旅路』のなかでつぎのよ

：)に語った，――-「・・・・・・ -;,ビノザのテクストのなかに私が見出したのはスヒ゜ノザではなく

て，私自身の知らなかった自分でt'). った。『エチカ』の入口に刻まれてし、る銘のなかに，燃
えている文宇で~}かれたこれらの＜定義＞のなかに私が読みと っ たのは．彼が言 っ たこと

ではなくて，私が言し、たかったこと，私自身の子どもっぽし、思也がそのたどたどしい口調

で言いあ らわそうとしてし、たことであった」

私自身に問題を置き投えてみれば．たとえば若いこ ろにロマ ン・ロランの諸作を知ると

いうことにはなによ 1)もそのような出会いの性'l'.iがあったしとりわけ『内面の｝糸路』のよ
うな書物を、涜むことがある種の部祥な梵きを伴った烈しいよろこひ＇の経験であったことも

褪かである。私はそれまで，このような本を祉んだことがなかったとはっきり感じた。し

かも．ー読，すくさま，これこそは自分の探し求めていたものであり， また，それが今後

生涯にわた，ーベてもはや自分と無縁のものになることはあり得ないだろうと．明瞭に確信し

てし、たのである。

ロマン・ロ ランの諸作の並べられている私の1湘棚には， とりわけ想い出深い一冊がある。
それはまだ増補決定版が刊行される以前の，一九四二年．バリ，アルバン・ミッシェル社

刊の『内面の旅路』のあまり厚くない一冊である。なかには各処に赤や青の色鉛咽で下線

が引かれ，むき込みがされているが，それらの芯き込みは私の手になるものではない。そ

して， この本を手にし， また，色鉛箪の跡を目にするたびに，私は自分にと ってかけがえ

(/)なし、人間関係の一つがこの地上のものであったことを槌かめ， しばらくのあいだ，胸中

に去来する想いと欧めかねるのである。

こうした出会いが溝物や芸術作品でなく，現に肉の存在である一人の人をめぐってのも

のである場合には． そのことによ→て亥ljみ込まれる印は心にさらに深くのこり，時経ての

ちにふり返心とき．いったいどこ までが木来の自分だったのか，また， どこまでがその出

会 lヽ によ って自分の索った影押であるのかを判然とさせることなど， とても不可能ではあ

る主し、かと思われ るほどである。

『ア シジの春』（小沢1料店刊）から


